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愛
郷
無
限高齢者と接する機会が多く、そのときに鹿児島

弁で話すと喜んでくれます。方言は地元意識が
あるせいか、標準語に比べて心が通じ合えるよ
うな気がします。私の好きな鹿児島弁は「じゃっ
ど」。みんなが「じゃっど」って気持ちでいれば、
世界は平和になれると思います。今回は、そん
な鹿児島弁のすばらしさを多くのかたに伝えたく
て応募しました。これからも、鹿児島の宝であ
る鹿児島弁を守るために、今回のような方言と
触れ合える機会を作ってほしいです。奥村 司さん

弁論大会最優秀賞

言
葉
は
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
の
大
切

な
手
段
で
す
。
そ
の
言
葉
は
、
地
域
に
よ
っ
て

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
表
現
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
「
方
言
」
で
す
。
方
言
は
、
そ
の

地
域
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
で
あ
り
、
残
す
べ
き
文
化
で
す
。
そ

し
て
、
鹿
児
島
に
も
昔
か
ら
伝
わ
る
方
言
「
鹿

児
島
弁
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
方
言

が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど

の
普
及
に
よ
り
標
準
語
が
全
国
に
広
ま
り
、
方

言
よ
り
標
準
語
を
聞
く
こ
と
が
増
え
た
た
め
、

日
ご
ろ
使
う
言
葉
が
方
言
か
ら
標
準
語
に
置
き

換
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
、
方
言
は
な
く
な
っ
て
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
…
。

か
ご
っ
ま
弁
論
大
会

市
で
は
６
月
23
日
、
鹿
児
島
弁
を
後
世
に
受

け
継
ぐ
た
め
に
「
霧
島
市
か
ご
っ
ま
弁
論
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
弁
論
大
会
に
は
公
募

し
た
15
人
か
ら
抽
選
で
選
ん
だ
10
人
が
出
場
し
、

鹿
児
島
弁
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
思

い
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
姶
良
町
の

奥
村
司
さ
ん
。
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
の
会
話

を
１
人
２
役
で
演
じ
、
テ
ン
ポ
の
よ
い
流
り
ゅ
う

暢ち
ょ
うな

鹿
児
島
弁
で
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
セ
リ
フ
が
す
べ

て
鹿
児
島
弁
の
薩
摩
笑
劇
場
や
市
内
小
・
中
学

生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
、

落
語
家
三
遊
亭
歌
之
介
さ
ん
に
よ
る
鹿
児
島
弁

で
の
公
演
が
あ
り
、
鹿
児
島
弁
の
独
特
の
言
い

回
し
と
テ
ン
ポ
に
会
場
は
大
爆
笑
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

鹿
児
島
弁
に
触
れ
る

今
、
鹿
児
島
で
使
わ
れ
る
言
葉
は
、
標
準
語

と
鹿
児
島
弁
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
混
ざ
り
、

昔
か
ら
伝
わ
る
鹿
児
島
弁
と
も
標
準
語
と
も
言

え
な
い
言
葉
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は

鹿
児
島
弁
は
な
じ
み
の
な
い
言
葉
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
内
の
学
校
の
中
に
は
、
こ
の
ま
ま
鹿

児
島
の
文
化
で
あ
る
「
鹿
児
島
弁
」
を
な
く
す

わ
け
に
は
い
け
な
い
と
、
鹿
児
島
弁
に
触
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
福
山

小
学
校
で
は
、
日
曜
参
観
の
と
き
に
地
元
の
人

を
招
い
て
、
昔
か
ら
の
鹿
児
島
弁
を
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
の
学
校
で
も
、
校
内
に
鹿
児

島
弁
で
書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
な
ど
を
貼

り
、
日
ご
ろ
か
ら
鹿
児
島
弁
と
触
れ
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

方
言
と
笑
い
と
健
康

「
霧
島
市
か
ご
っ
ま
弁
論
大
会
」
に
は
鹿
児

島
弁
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と
も
う
一
つ
、
目
的
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
笑
い
」
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
白
血
球
の

一
種
で
あ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
増
や
す
と
免
疫
力
が

高
ま
り
、
健
康
に
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
、Ｎ
Ｋ
細
胞
を
増
や
す
一
つ
の
方
法
が「
笑

う
」
こ
と
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
笑
え
ば
健
康

に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

鹿
児
島
の
文
化
「
か
ご
っ
ま
弁
」
を
後
世
に

残
し
、
そ
の
独
特
の
言
い
回
し
と
テ
ン
ポ
で
笑

い
の
絶
え
な
い
健
康
な
霧
島
市
に
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
、
鹿
児
島
弁
を
受
け
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

方言は昔からその地域に受け継がれてきた
伝統であり、残すべき文化でもあります。
しかし、最近では情報の普及などで標準語が流通し
方言を使う人が減り、その存在も薄れつつあります。
過去には、方言を使うことがよくないとされていた時期も…。
このことは「鹿児島弁」も例外ではありません。
方言は何のために生まれ、どうなっていくのでしょうか。

◎
鹿
児
島
の
伝
統
を
残
し
明
る
い
霧
島
市
へ

きりしまっ子方言標語コンテスト結果（応募総数1265点）
特　選	 国分西小学校６年　海老原　慎也くん
	 「おいたっで　つくっどみごて　きりっまを」
特　選	 陵南中学校３年　　大久保　克朗さん
	 「お茶いっぺ　飲んで今日も　きばろかい」
霧島市「かごっま弁論大会」結果
最優秀賞	 奥村　司さん（姶良町）
	 「ホイデおばさんとジャッドおじさんによる霧島ＰＲ」
優秀賞	 今村日出子さん（溝辺地区）
	 「しよっせんね、おばはんの日 ぐ々らし」
特別賞	 吉村　昌子さん（霧島地区）
	 「しらみ（しため）」

そ
い
も
蝿へ

、

あ
い
も
灰へ

、

こ
い
も
屁へ

。

ま
こ
ち

鹿
か
ご
っ
ま
べ
ん

児
島
弁
は

面お
も
し

白
て
か
ん
ど
。

大
入6月23日（土）

霧島市かごっま弁論大会

薩
摩
笑
劇
場

�  Kirishima City Public Relations, 2007.7, Japan 広報きりしま  �



・みやまコンセール
〒899-6603　霧島市牧園町高千穂3
311-29　☎（78）8000 ℻  （78）3311

http://www2.synapse.ne.jp/miyama/
・財団法人ジェスク音楽文化振興会
☎03（3499）4530　℻   03（3499）4559
http://www.jesc-music.org/

音楽祭にはハーブを使った料理を
提供するボランティアとしても参加
しています。忙しい毎日の中で音楽
に没頭できる時間は私にとって癒し
の時間。演奏会がある日は何も用
事を入れずに、ゆったりとした気持
ちで過ごします。霧島の大自然の
中で聴く音楽の良さは、実際に味
わってみないとわかりません。ぜひ
体験してほしいですね。右田 安子さん

はあぶ工房　遊
ゆう

香
か

里
り

毎
年
音
楽
祭
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

みやまコンセールは小さいですが、
素晴らしい音響を誇る世界的にも
有名な音楽ホールです。生の演奏
が身近で聴け、ほとんどのかたが｢
感動した｣と言って帰られます。音
楽祭には世界トップクラスの演奏家
がおいでになります。期間中、みや
まコンセールを中心に多くの演奏
会が開催されます。この素晴らしい
感動をぜひ体感してください。津

つ
留
る
 鏘
たかし
さん

みやまコンセール副館長

気
軽
に
音
楽
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

i n t e r v i e w

会員とボランティアスタッフの募集　■音楽祭を地元で支えるのが「霧島国際音楽祭・牧園友の
会」です。友の会では会員を募集しています。年会費は個人会員5,000円、法人会員20,000
円（会員証は３枚発行）です。特典は音楽祭期間中、みやまコンセールでのコンサートが一部無

料、聴講料も無料です。また、入会と同時にかごしまミューズ・クラブ会員にもなるので、音楽祭以外のみ
やまコンセールでのコンサートチケットの割引や優先的に予約をとることができます。■チケットきり、ド
アマンなどの運営を手伝ってくださるボランティアスタッフを募集しています。（期間＝７月22日～８月６
日）■問い合わせ先＝霧島国際音楽祭・牧園友の会事務局（丸野石油内）☎（76）0062

友の会
より

ピアノ
若林 顕
Akira WAK ABAYASHI
桐朋学園特任教授

ピアノ
練木 繁夫
Shigeo NERIKI
インディアナ大学教授

ホルン
笠松 長久
Nagahisa K ASAMATSU
東京都交響楽団首席

クラリネット
三界 秀実
Hidemi MIK AI
東京都交響楽団首席

チェロ
菊地 知也
Tomoya KIKUCHI
日本フィルハーモニー交響楽団
ソロ・チェロ奏者

ヴィオラ
篠崎 友美
Tomomi SHINOZAKI
新日本フィルハーモニー交
響楽団首席

ヴァイオリン
鈴木 理恵子
Rieko SUZUKI
読売日本交響楽団
客員コンサートミストレス

ヴァイオリン
松原 勝也
Katsuya MATSUBARA
東京芸術大学准教授

音楽監督
堤 剛
Tsuyoshi TSUTSUMI
桐朋学園大学学長

名誉音楽監督
ゲルハルト・ボッセ
神戸室内合奏団音楽監督
（霧島国際音楽祭創設者）

日程 時間・場所／コンサート名 日程 時間・場所／コンサート名

7／20
（金）

午後０時15分　県庁２階ロビー
県民ふれあいコンサート

7／29
（日）

午前11時　みやまコンセール
ファミリーコンサート
俳優の林隆三が朗読で、音楽祭の演奏家と共演。

午後2時　鹿児島中央駅アミュプラザ
キリシマ開幕ファンファーレ

午後４時　みやまコンセール
室内楽シリーズⅢ　ヴェネツィア
あのヴィヴァルディの「四季」に添えられた詩を、林隆三が朗読。

午後７時　鹿児島カテドラル・ザビエル記念聖堂
ザビエル教会コンサート

7／30
（月）

午後１時　いきいきセンターくりの郷（湧水町）
アフターヌーンコンサート

7／21
（土）

午後７時30分　霧島神宮境内　※荒天中止
霧島「かがり火コンサート」
世界で活躍するテノール歌手・中鉢聡が神木に囲まれた静寂
に中に、その声を響き渡らせます。

7／31
（火）

午後１時　上野原縄文の森
ミュージアム・コンサート
木管楽器による演奏を楽しむコンサート。

7／22
（日）

午後４時　みやまコンセール
オープニング・ガラ・コンサート
みやまコンセールでのオープニングを飾るコンサート。世界から駆け
つけた演奏家が華やかなときを繰り広げます。

8／1
（水）

午後７時　宮崎県立芸術劇場
チェロ・オーケストラ・キリシマ ～チェロの魅力120％～

8／3
（金）

午後７時　宝山ホール（県文化センター）
霧島国際音楽祭 宝山ホール公演7／25

（水）

午後７時　霧島市民会館
演奏会へ行こう！
演奏家が楽しいおしゃべりで曲を解説。 8／4

（土）

午後６時　みやまコンセール
若い音楽家たちのコンサート
マスタークラスから期間中に選抜された受講生によるコンサート。7／26

（木）

午後７時　みやまコンセール
チェロ・オーケストラ・キリシマ ～チェロの魅力120％～
どんな曲もチェロだけで演奏。この音楽祭の監督・堤剛氏の独奏も
あります。 8／5

（日）

午後２時　みやまコンセール
ファイナル・コンサート
受講生と講師陣によるオーケストラを音楽祭創設者のボッセ教授が
指揮。フルートの世界的名手ティモシー・ハッチンス、東京音大准教
授の景山誠治が華を添えます。

7／27
（金）

午後７時　みやまコンセール
室内楽シリーズⅠ　ロンドン
ヘンデルの「水上の音楽」などが演奏されます。

※ 受講生によるロビーコンサート（入場無料）を霧島温泉郷のホテルなど
で開催します。８／１は「大隅横川駅平和コンサート」（午後６時30分
～）でも演奏します。このほか詳細はお問い合わせください。

7／28
（土）

午前11時　みやまコンセール（小ホール）
おしゃべりコンサート
「演奏会へ行こう！」の短縮版。小ホールでのコンサートなので演奏
家の表情などが身近に見られます。
午後４時　みやまコンセール
室内楽シリーズⅡ　ライプチヒ
作曲家メンデルスゾーン、シューマンなどが活躍し、ワーグナーが誕
生した地。それにちなんだ曲をソプラノ歌手アンナ・トモワ＝シントウ
が歌いあげます。

♪ワンポイントアドバイス♪　クラッシックは敷居が高いとお思いのあな
た。かしこまる必要はありません。おしゃれをして出かけるのもよし、楽
な格好でもいいのです。クラシックの曲はいくつかの楽章で構成されてい
るものもあります。演奏者が立ち上がってから拍手をしましょう。リラッ
クスしてすてきな時間を過ごしてください。

■主なプログラム

無料

無料

無料

無料

無料

無料

無料

このほか第１回の受講生だった景山誠治、四
し

方
かた

恭子、田中雅弘、国外からは元ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団のコンサートマスター、ダニエル・ゲーデ、フルートの世界
的名手ティモシー・ハッチンス、ロンドン王立アカデミー名誉会員のフランク・ウィバウト、世界の大歌劇場で活躍した大ソプラノ歌手アンナ・トモワ=シントウなど大物が参加。

霧島では“とき”はのびやかに流れる…
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今
年
で
第
28
回
目
を
迎
え
る
「
霧

島
国
際
音
楽
祭
」
が
、
７
月
20
日
に

開
幕
し
ま
す
。

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
音
楽
家

が
こ
の
霧
島
の
地
に
集
い
、
優
れ
た

音
響
設
計
と
称
さ
れ
る
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
を
中
心
に
、
一
流
の
音
楽
を

奏か
な

で
ま
す
。
こ
の
音
響
の
良
さ
や
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
、
そ
れ
を
支
え
る

温
か
い
人
情
に
魅
せ
ら
れ
て
、
音
楽

家
が
好
ん
で
こ
の
地
に
訪
れ
る
の
も

霧
島
国
際
音
楽
祭
の
特
徴
で
す
。

ま
た
、
そ
ん
な
著
名
な
音
楽
家
の

指
導
を
受
け
よ
う
と
、
国
内
外
か
ら

の
応
募
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
受

講
生
へ
の
指
導
も
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
聴
き
ど
こ
ろ

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
音
楽
三
都
物

語
」
の
第
３
弾
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、ロ
ン
ド
ン
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
こ

の
都
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
曲
家
ハ

イ
ド
ン
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
ら
の
名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

初
日
、
鹿
児
島
市
内
で
開
幕
す
る

音
楽
祭
は
、
２
日
目
に
は
霧
島
市
に

舞
台
を
移
し
、
霧
島
神
宮
境
内
で
の

「
か
が
り
火
コ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
ス

タ
ー
ト
。ロ
ッ
シ
ー
ニ
国
際
オ
ペ
ラ
・

コ
ン
コ
ル
ソ
で
入
選
し
た
若
手
人
気

テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
中
ち
ゅ
う

鉢ば
ち

聡さ
と
し

氏
が
そ
の

歌
声
を
響
か
せ
ま
す
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は

昨
年
に
続
き
、
音
楽
と
文
学
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
。
俳
優
の
林

隆
三
氏
が
生
演
奏
に
乗
せ
て
宮
沢
賢

治
の
名
作
を
朗
読
。
ま
た
、
同
日
開

催
の
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
の
曲
に
添

え
ら
れ
た
詩
を
朗
読
し
ま
す
。

新
し
い
試
み
と
し
て
、
霧
島
市
民

会
館
で
も
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

い
う
か
た
に
も
、
演
奏
家
が
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
で
曲
を
解
説
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
曲
も
チ
ェ
ロ
だ

け
で
演
奏
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト「
チ
ェ

ロ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
キ
リ
シ
マ
」

は
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
春
に
開
催
さ
れ
た
宮
崎
国
際

音
楽
祭
と
の
交
換
演
奏
会
と
し
て
、

宮
崎
で
も
そ
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

最
終
日
の
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
は
、
期
間
中
に
選
抜
さ

れ
た
受
講
生
と
講
師
陣
に
よ
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
音
楽
祭
創
設
者
の
ゲ
ル

ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ
氏
自
ら
指
揮
し
、

最
後
に
ふ
さ
わ
し
い
迫
力
あ
る
演
奏

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
盛
り
だ
く
さ
ん
の
霧
島

国
際
音
楽
祭
。
一
流
の
音
楽
を
生
で

聴
け
る
機
会
は
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
夏
、
あ
な
た
も
音
楽
祭
に
出
か

け
て
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
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市
議
会
の
６
月
定
例
会
で
複
数
の

議
員
か
ら
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
議
員
や
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
み
問
題
に
つ

い
て
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
こ
の
ご
み
問
題
を
シ
リ
ー

ズ
で
考
え
て
み
ま
す
。

ご
み
（
廃
棄
物
）
は
大
き
く
分
類

す
る
と
、「
産
業
廃
棄
物
」
と
「
一

般
廃
棄
物
」
に
分
か
れ
ま
す
。
産
業

廃
棄
物
は
工
場
や
建
設
現
場
、
農
業

施
設
な
ど
か
ら
出
る
ご
み
。
一
般
廃

棄
物
は
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
や
紙

く
ず
な
ど
の
「
家
庭
系
ご
み
」、
事

務
所
や
飲
食
店
な
ど
か
ら
出
る
「
事

業
系
ご
み
」、「
し
尿
・
生
活
雑
排
水
」

な
ど
で
す
。
今
回
の
議
会
で
議
論

さ
れ
た
ご
み
は
後
者
の
一
般
廃
棄
物
。

　

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
市
町
村
で

出
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
は
市
町
村
内

で
原
則
、
処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
の
一
般
廃

棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
が
満
杯
の

た
め
、
敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
出

た
年
間
約
２
千
㌧
の
飛ひ

灰ば
い

固こ

化か

物ぶ
つ

を

宮
崎
県
都
城
市
内
の
民
間
処
分
場
に

処
分
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
状
か
ら
、
市
に
と
っ
て
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
必
要
不
可
欠

な
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

都
城
市
に
持
ち
込
む
わ
け

市
の
ご
み
は
市
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
所
の
協
力
に
よ
り
可
燃
ご
み
・
不

燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
資
源
ご
み
に

分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
の
可
燃

ご
み
な
ど
を
焼
却
し
て
い
る
中
間

処
理
施
設
は
２
か
所
。
国
分
・
隼
人
・

霧
島
・
福
山
・
溝
辺
の
５
地
区
は
敷

根
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
国
分
）
で
、
牧

園･

横
川
の
２
地
区
は
旧
牧
園
町
・

旧
横
川
町
・
湧
水
町
・
大
口
市
・
菱

刈
町
が
出
資
し
た
伊
佐
北
姶
良
環
境

管
理
組
合
の
未
来
館
（
菱
刈
町
）
で

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
市
に
運
び
込
ま
れ
る
の
は
敷

根
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
た
飛
灰
固

化
物
。
一
方
、
菱
刈
町
に
あ
る
未
来

館
か
ら
出
た
飛
灰
固
化
物
は
、
各
市

町
の
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
霧
島
市
に
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
な
い
た
め
、

牧
園･

横
川
地
区
の
飛
灰
固
化
物
は

湧
水
町
の
処
分
場
へ
運
び
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
敷
根
清

掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
飛
灰
固
化
物

に
つ
い
て
は
平
成
18
年
６
月
、
宮
崎

県
か
ら
「
最
終
処
分
場
の
建
設
計
画

の
な
い
自
治
体
の
飛
灰
固
化
物
の
受

け
入
れ
は
い
つ
ま
で
も
で
き
な
い
」

と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

都
城
市
へ
の
搬
入
は
平
成
10
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
年
間
約

２
千
㌧
を
搬
出
し
、
約
７
千
万
円
の

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
も
し
、
宮
崎

県
に
持
ち
込
め
な
く
な
る
と
、
鹿
児

島
県
内
に
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

処
分
場
が
な
い
た
め
、
他
県
へ
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
運
搬
距
離

が
遠
く
な
る
た
め
処
分
費
も
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
受
け
て
、
前
田
市
長
を
先
頭
に

宮
崎
県
庁
と
交
渉
を
行
い
、
今
年
度

の
受
け
入
れ
が
よ
う
や
く
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

ご
み
問
題
を
市
長
に
聴
く

「
都
城
市
へ
持
ち
込
め
な
い
と
な

る
と
処
分
費
が
増
え
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
何
と
か
宮
崎
県
側
に
理
解
を

示
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
気
込
み
で

交
渉
し
ま
し
た
。
交
渉
で
は
昨
年
９

月
に
制
定
し
た
市
環
境
基
本
条
例
の

こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。
霧
島
市
民

は
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
環

境
を
将
来
へ
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
。

そ
し
て
、
市
内
に
一
般
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
が
建
設
さ
れ
る
場
合
は
、

環
境
対
策
審
議
会
の
中
で
『
ご
み
問

題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
議

論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
な
ど
、
市
民

が
ご
み
問
題
に
対
し
て
強
い
関
心
を

持
ち
、
計
画
的
に
進
め
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
た
の
で
す
」

市
民
一
人
ひ
と
り
の
問
題

今
後
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
に
お
い
て
は
、
候
補
地
の
十
分

な
調
査
を
行
い
、
住
民
説
明
会
や
先

進
地
視
察
を
し
、
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
選
定
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
広
報
き
り
し
ま
」

で
も
今
後
、
こ
の
ご
み
問
題
を
毎
月

シ
リ
ー
ズ
で
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
前
の
時
代
で
は
、
ほ

し
い
も
の
が
な
か
っ
た
り
、
な
か
な

か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど

モ
ノ
自
体
が
少
な
く
、
何
で
も
大
切

に
使
っ
て
簡
単
に
捨
て
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
私
た
ち
の

生
活
は
、
モ
ノ
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、

た
く
さ
ん
買
っ
て
、
た
く
さ
ん
捨
て

る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。「
い
つ
で
も

ほ
し
い
モ
ノ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
目
の
前

か
ら
消
え
て
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で

処
分
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
一
見
便

利
に
見
え
る
生
活
も
、
大
量
の
ご
み

を
作
り
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
結
果

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。
ご

み
問
題
は｢

市
民
一
人
ひ
と
り
の
問

題｣

だ
と
思
い
ま
す
。

ごみの行方を
ご存じですか

近年、ごみの処分が大きな社会問題になっています。
環境問題は地球規模の問題ですが、ここでは身近な霧島市から出るごみを

どのように処分したらいいかを考えたいと思います。
今後、「広報きりしま」では、このごみ問題を毎月シリーズで伝えていきます。

■ 廃棄物って何だろう
法律では、「汚物または不要物であって、固形状または液状

のもの」とされています。言い方を換えると「お金を出して買お
うという人がいないようなもの」です。この廃棄物には２つあ
ります。「一般廃棄物」と呼ばれる家庭、商店、事務所などか
ら出る一般ごみと、「産業廃棄物」と呼ばれる工場など事業
活動によって生まれた廃棄物です。

■ 産業廃棄物とは？
「産業廃棄物なんて私には関係ないもの」と思われがちです
が本当にそうでしょうか。今、どんな服を着ていますか。車を持っ
ていますか。職場で使うものや作るものには、どんなものがあ
るでしょうか。病気のときはどうしますか。
服を作る工場からは服を裁断したくずなどがたくさん出ます。

自動車工場や電気製品などを作る工場からは金属のくず、プ
ラスチックのくず、割れたガラスなど、これらは産業廃棄物で
す。このように産業廃棄物は事業活動などによって出された廃
棄物です。産業廃棄物には法令で定められた20 種類の品目
があります。燃えがら（石炭火力発電所から発生する石炭が
らなど）、汚泥（工場廃水処理や物の製造工程などから排出さ
れる泥状のもの）、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、
紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ（原料として使用し
た動植物の不要物）、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリー
トくず、陶磁器くずなどがあります。

■ 一般廃棄物とは？
廃棄物処理法では、一般廃棄物は「産業廃棄物以外の廃

棄物」とされています。一般廃棄物には、台所から出る生ご
みや紙くずなどの「家庭系ごみ」、事務所から出る紙くず、飲
食店から出るごみなどの「事業系ごみ」と粗大ごみ、し尿およ
び浄化槽汚泥なども一般廃棄物になります。
一般廃棄物は平成18 年 6月29日に環境省が報道発表

した全国の「一般廃棄物（ごみ及びし尿）の排出及び処理
状況等（平成16 年度実績）について」によると年間の総排
出量は5,059万㌧で1人1日当たり1,106 ㌘となっています。
ちなみに平成16 年度実績の霧島市の総排出量は46,571
㌧、1人1日あたり９９７㌘。

飛灰固化物は、中間処理施設である敷根清掃センター
などで焼却した家庭系ごみや事業所から出された事業系
ごみなどの焼却灰をセメントと混ぜて固めたものです。

飛灰固化物

＊
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道化踊りを披露する国分広瀬地区の皆さん

生い茂った草を刈る清水地区の皆さん

握手を交わす藤田ワークスの藤田幸二社長（一番左）ら

国
分
の
清
水
地
区
自
治
公
民
館
で

６
月
３
日
、
25
自
治
会
か
ら
約
１
、

０
０
０
人
が
参
加
し
、「
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
と
題
し
て
、
郡
田
川
と
手て

篭ご

川
の
堤
防
や
河
川
敷
の
草
払
い
や
ご

み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

作
業
は
郡
田
川
の
青
葉
橋
か
ら
清

水
橋
ま
で
約
２
・
５
㌔
㍍
と
、
手
篭

川
の
重
久
橋
か
ら
清
水
橋
ま
で
の
約

２
㌔
㍍
を
11
班
に
わ
か
れ
、
早
朝
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
く
伸
び
た

草
を
草
刈
機
や
鎌
な
ど
で
刈
っ
た
り
、

ご
み
袋
を
片
手
に
、
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
を
拾
っ
た
り

し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。　

参
加
者
は
「
川
が
き
れ
い
に
な
っ

て
気
持
ち
が
い
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

高
精
度
精
密
板
金
加
工
の
株
式
会

社
藤
田
ワ
ー
ク
ス
が
、
国
分
上
野
原

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
あ
る
現
本
社
工
場

の
隣
接
地
に
新
た
に
工
場
を
増
設
す

る
こ
と
に
な
り
、
６
月
12
日
、
霧
島

市
と
立
地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

今
回
の
増
設
は
現
工
場
が
手て

狭ぜ
ま

に

な
っ
た
こ
と
や
、
新
規
分
野
へ
事
業

展
開
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
延
べ

床
面
積
３
、
４
７
１
平
方
㍍
一
部
２

階
建
て
の
工
場
と
、
１
、１
２
７
平

方
㍍
３
階
建
て
の
事
務
所
を
新
設
し
、

今
年
10
月
に
操
業
を
開
始
す
る
予
定
。

新
規
雇
用
は
地
元
を
中
心
に
70
人
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

調
印
式
で
藤
田
社
長
は
「
地
域
に

密
着
し
た
も
の
づ
く
り
産
業
と
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

藤
田
ワ
ー
ク
ス
と

立
地
協
定

国
分
広
瀬
地
区
に
は
、
江
戸
時
代

に
薩
摩
藩
が
参
勤
交
代
の
途
中
に
宿

泊
し
て
い
た
「
仮
屋
村
」
と
呼
ば
れ

る
地
域
が
あ
り
、
今
か
ら
約
１
５
０

年
前
に
薩
摩
藩
主
・
島
津
斉な
り

興お
き

一
行

を
慰
労
す
る
た
め
に
、
お
ど
け
た
踊

り
「
道
化
踊
り
」
を
し
た
の
を
始
ま

り
と
し
て
、
地
域
で
踊
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

約
30
年
前
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
踊
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
郷
土

芸
能
と
し
て
伝
え
て
い
こ
う
と
復
活

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
社
団
法
人
日
本
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
に
全
国
普
及
曲
と
し
て

採
用
さ
れ
、
静
岡
県
熱
海
市
で
発
表

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
役
所
を
訪
問

し
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

国
分
広
瀬
地
区
に

道
化
踊
り
が
復
活 7き り し ま / か わ ら 版 ‼

Zoom up Kirishima 

教
育
長
に

髙
田
肥
文
氏
が
就
任

握手を交わす古川前教育長（左）と髙田教育長（右）

アユやコイのつかみ捕りを楽しむ子どもたち

霧島市ＰＲスタッフに選ばれた宗像さん、永田さん、佐藤さん（写真左から）

POINT OF VIEW
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６
月
３
日
、
天
降
川
沿
い
に
あ
る

隼
人
地
区
の
日
当
山
温
泉
公
園
で

「
第
19
回
鮎
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
約
８
、
０
０
０
人
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

鮎
ま
つ
り
は
内
水
面
漁
協
や
商
工

会
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
、

ア
ユ
漁
解
禁
日
（
６
月
１
日
）
に
合

わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
鮎
め
し
１
、
２
０
０
食

の
無
料
配
布
や
、
長
さ
40
㍍
に
お
よ

ぶ
塩
焼
き
コ
ー
ナ
ー
、
生
き
ア
ユ
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

品
切
れ
に
な
る
な
ど
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
川
を
仕
切
っ
て
作
ら
れ
た

つ
か
み
捕
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
ア
ユ
や
コ
イ
を
夢
中
に

な
っ
て
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

天
降
川
の
恵
み

鮎
ま
つ
り
大
盛
況

霧
島
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

ス
タ
ッ
フ
（
ミ
ス
霧
島
、
ミ
ス
タ
ー

霧
島
）
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
か

ら
男
女
、
未
婚
既
婚
問
わ
ず
、
広
く

募
集
し
ま
し
た
。

６
月
17
日
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
選
考
会
に
は
、
市
内
外

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
11
人
が
参
加
し
、

そ
の
中
か
ら
佐
藤
好
美
さ
ん
（
29
）、

永
田
龍
二
さ
ん
（
66
）、
宗
像
奈
都

子
さ
ん
（
30
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

霧
島
市
初
の
男
性
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ

に
な
っ
た
永
田
さ
ん
を
含
む
３
人
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
３
人
は
「
霧
島
の
い
い
と

こ
ろ
を
一
人
で
も
多
く
の
か
た
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

霧
島
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る

ス
タ
ッ
フ
が
決
定

教
育
長
に

髙
田
肥
文
氏
が
就
任

Kirishima
topics 01 

天
降
川
の
恵
み

鮎
ま
つ
り
大
盛
況

Kirishima
topics 02

Kirishima
topics 03

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

Kirishima
topics 05 

藤
田
ワ
ー
ク
ス
と

立
地
協
定

Kirishima
topics 06

Kirishima
topics 07

国
分
広
瀬
地
区
に

道
化
踊
り
が
復
活

Kirishima
topics 04 

t
o

p
i

c
s

記念すべき30万人目になった中村裕水さん（写真右）

国
分
物
産
館「
じ
ょ
う
も
ん
市
場
」

に
訪
れ
る
買
い
物
客
が
２
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
30
万
人
を
突
破

し
た
６
月
７
日
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
30
万
人
目
は
国
分

広
瀬
地
区
在
住
の
主
婦
中
村
裕
水
さ

ん
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
く
す
玉
が
割

ら
れ
、
記
念
品
と
し
て
マ
ン
デ
ビ
ラ

の
花
鉢
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
「
週
に
３
回
は
来
て

い
ま
す
。
野
菜
な
ど
は
新
鮮
で
安
く

て
安
心
で
す
ね
。
ト
マ
ト
は
子
ど
も

が
好
き
で
、
お
や
つ
に
食
べ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

じ
ょ
う
も
ん
市
場
は
国
分
農
林
水

産
物
等
販
売
協
議
会
が
運
営
。
１
８

３
人
の
会
員
が
野
菜
や
植
木
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

じ
ょ
う
も
ん
市
場

30
万
人
突
破

６
月
30
日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
古

川
次
男
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、

髙
田
肥ひ

文ふ
み

氏
（
61
）
が
市
議
会
の
同

意
を
得
て
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、

さ
ら
に
７
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
教

育
委
員
会
臨
時
会
で
教
育
長
に
推
挙

さ
れ
、
同
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

髙
田
氏
は
溝
辺
町
出
身
で
、
昭
和

44
年
か
ら
県
立
高
校
教
諭
と
し
て
勤

務
。
平
成
元
年
か
ら
は
県
教
育
庁
に

勤
務
し
、
教
職
員
課
長
、
教
育
次
長

な
ど
歴
任
後
、
県
立
鶴
丸
高
等
学
校

長
を
こ
の
３
月
に
定
年
退
職
。

就
任
に
あ
た
り
髙
田
氏
は｢

安
心

安
全
な
学
校
づ
く
り
を
第
一
に
、
伝

統
文
化
、
歴
史
も
継
承
し
な
が
ら
、

霧
島
市
の
教
育
行
政
に
全
力
を
尽
く

し
た
い｣

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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横
川
地
区
の
中
央
部
に
あ
る
横
川

小
学
校
は
、
明
治
４
年
に
創
立
さ
れ
、

現
在
１
９
５
人（
男
子
97
人
、女
子
98

人
）の
児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。「
か

し
こ
く
、
あ
か
る
く
、
つ
よ
く
」
を

校
訓
と
し
、
夢
に
向
か
っ
て
生
き
る
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
を
学
校
の
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

音
楽
に
対
す
る
取
り
組
み

同
小
の
努
力
目
標
の
中
に
「
歌
声

の
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
金
管
バ
ン
ド
部

の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
部
員
は
30
人
。
こ
こ
数
年
で
は

一
番
多
い
部
員
数
で
、
保
護
者
も
金

管
バ
ン
ド
部
保
護
者
会
を
結
成
し
子

ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
保
護
者
と
一
緒

に
な
っ
て
毎
年
開
い
て
い
る
真
夏
の

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
水
辺
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
お
や
じ
の
会

が
中
心
と
な
り
平
成
15
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
学
校
近
く
の
川
沿
い
に

は
保
護
者
の
手
作
り
の
舞
台
が
設
置

さ
れ
、
飾
り
つ
け
や
音
響
な
ど
も
す

べ
て
準
備
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
特
に
辺
り
が
暗
く
な
る

と
２
０
０
を
超
え
る
灯と
う

篭ろ
う

に
火
が
点つ

け
ら
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
か
も

し
出
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
最
高
潮
に

盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
雰
囲
気

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
、
保

護
者
な
ど
の
歌
声
や
演
奏
が
川
の
せ

せ
ら
ぎ
と
と
も
に
響
き
わ
た
り
、
訪

れ
た
大
勢
の
観
客
の
心
を
和な
ご

ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

同
小
の
宮
内
伸
一
校
長
は
「
コ
ン

サ
ー
ト
前
に
な
る
と
、
毎
日
、
子
ど

も
た
ち
の
歌
声
が
響
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
保
護
者
と
協
力
し
て
音
楽

と
触
れ
合
え
る
環
境
を
つ
く
り
、
歌

声
の
あ
ふ
れ
る
学
校
を
目
指
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
７

月
21
日
、
午
後
６
時
30
分
か
ら
で
す
。

真夏の手作りコンサート
歌声のあふれる学校

横川小金管バンド部

横川小金管バンド部は週 5日練習をしています。
部員数は最近では一番多いのですが、楽器が不足し
ておりレパートリーもまだ少ないです。でも、子どもた
ちは音楽が好きで元気いっぱい、楽しみながら練習を
しています。今度の水辺のコンサートではオープニング
を務めます。子どもたちは本番を楽しみにしており、コ
ンサートが近づくにつれてモチベーションが上がってい
るようです。ぜひ、子どもたちの楽しそうな表情と元気
いっぱいの演奏を聴きに来てください。

◎
金
管
バ
ン
ド
部
顧
問

河か
わ

野の 

志
保
先
生

横川小学校
音楽活動
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国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
減
免
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

近
年
全
国
的
に
、
子
育
て
支
援
や

次
世
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
の

扶
養
、
顕
在
化
し
て
い
る
多
重
債
務

者
へ
の
問
題
解
決
に
向
け
た
方
策
を

税
の
面
で
制
度
化
す
る
動
き
が
問
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
霧
島
市
で
は
、

全
国
に
先
が
け
て
、
こ
の
6
月
議
会

で
そ
れ
を
具
体
化
す
る
「
霧
島
市
国

民
健
康
保
険
税
の
特
別
減
免
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
特
定
扶
養
に
係
る
減
免

対
象
者
は
、
当
該
年
度
の
4
月
1

日
の
前
日
（
3
月
31
日
）
現
在
に
お

い
て
、
12
歳
以
上
18
歳
未
満
の
特
定

扶
養
者
を
有
す
る
納
税
義
務
者
で
、

世
帯
の
前
年
の
所
得
状
況
の
著
し
い

変
化
、
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
よ
り
減

免
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
。

特
定
扶
養
者
1
人
に
つ
き
均
等
割

額
３
１
、
６
０
０
円
の
１
０
０
分
の

50
を
減
免
。

特
定
扶
養
者
の
減
免
の
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
申
請
期
限
は
、
８

月
31
日
で
す
。

● 

自
己
お
よ
び
連
帯
債
務
弁
済
に
係

る
減
免

納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
債
務
返

済
あ
る
い
は
、
生
計
を
一
に
す
る
親

族
の
連
帯
債
務
返
済
の
た
め
、
土
地

を
譲
渡
し
、
債
務
を
返
済
し
た
場
合
、

次
年
度
に
お
け
る
所
得
割
算
定
で
譲

渡
所
得
分
を
そ
れ
ぞ
れ
減
免
す
る
も

の
で
す
。

自
己
お
よ
び
連
帯
債
務
弁
済
に
係

る
減
免
は
申
請
が
必
要
で
す
。（
財

産
を
売
る
前
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
）平

成
19
年
度
の
申
請
期
限
は
、
7

月
31
日
で
す
。

●
対
象
年
度

平
成
19
年
度
と
平
成
20
年
度
の
2

か
年
の
期
間
で
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民
税

グ
ル
ー
プ
☎
（
45
）
５
１
１
１
内

線
１
３
７
３
・
１
３
７
４

国
民
健
康
保
険
税
の

新
し
い
税
率

順位 都道府県名 市町村名 税　額
1 鹿児島県 いちき串木野市 82,025 
2 鹿児島県 中種子町 79,535 
3 鹿児島県 姶良町 78,952 
4 鹿児島県 鹿児島市 74,128 
5 鹿児島県 頴娃町 72,214 

Q　鹿児島県内の状況はどうなっていますか
A　 国保連合会の資料によりますと次のように
なっています

平成17年度の１人当たりの国民健康保険税
単位：円

順位 都道府県名 市町村名 税　額
1 北海道 羅臼町 118,273
2 北海道 猿払村 114,423 
3 北海道 えりも町 111,629 
4 北海道 中標津町 111,269 
5 宮城県 利府町 110,572 

Q　全国ではどうなっていますか
A　次のようになっています

単位：円◎全国

◎鹿児島県

Q　新しい税率はどうなりますか
A　次のようになっています

医療保険分 介護納付金分
①所得割 13.5%⇒ 13.0% 2.1%
　資産割 19年４月から廃止 19年４月から廃止
②均等割 31,600 円 8,000 円
③平等割 28,200 円 5,100 円

①は世帯の国保加入者の所得に応じて課税されます。②は世帯の国保加
入者の人数に応じて課税されます。③は１世帯につき課税されます。

Q　国保世帯の負担（医療分）はどうなりますか
A　 最低 17,900 円から最高 56万円の中のいずれか
にすべての世帯が入ることになります

Q　 霧島市の医療費と国保税の関係はどうなります
か

A　 １人あたりの平均国民健康保険税（医療分）は
下の表のとおりです

霧島市
◎ 平成19年度予算（医療費総額）で計算した場合1人
あたりの国民健康保険税は

※医療費などの総額は116億1,700万円です。

◎ 平成17年度合併時の医療費総額で計算した場合1人
あたりの国民健康保険税は

※医療費などの総額は111億3,500万円でした。

80,947 円です

63,866 円でした

※平成18年度は、現在国保連合会で取りまとめ中です。



うなぎの山かけ丼
うなぎと言えばうな丼。今回はそれにちょっと
ひと工夫。ご飯にうなぎのかば焼きをのせ、そ
の上にすりおろした山芋をたっぷりかけて、お
好みでウズラの卵をのせ、かば焼きのタレをか
けてボリューム満点の「うなぎの山かけ丼」の
できあがり。うなぎには夏場にとりにくいビタ
ミンＡが豊富です。

料理提供者：うなぎの尾方
　　　　　　国分福島三丁目 ☎（４６）２２２０
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久
保
さ
ん
が
と
っ
た
天
然

の
う
な
ぎ
。
天
降
川
に
は

今
も
み
ん
な
の
お
な
か
を

満
た
す
食
材
が
あ
り
ま
す
。
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プ
ス
プ
ス
と
炭
の
上
で
焼
け
た
タ
レ
の
香
ば
し
い

匂
い
が
舞
い
上
が
る
。
茶
色
く
焼
け
た
か
ば
焼
き
。

炭
火
で
焼
く
と
ま
ろ
や
か
で
お
い
し
い
。
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
が
豊
富
、
や
っ
ぱ
り
夏
は
う
な
ぎ
。

自
然
の
恵
み
を
未
来
に

美
し
い
霧
島
連
山
か
ら
錦
江
湾
に
注
ぐ
天
降
川
。

そ
の
周
り
に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
り
、
山
麓
か
ら
平
野

部
ま
で
点
在
す
る
温
泉
郷
な
ど
多
彩
で
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
川
の
恵
み
を

将
来
の
世
代
に
繋つ
な

ご
う
と
今
年
度
「
天
降
川
等
清
流

保
全
条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
川
に
隼
人
町
妙
見
地
区
の
久
保
春
雄
さ
ん
は
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
毎
日
の
よ
う
に
出
か
け
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
川
で
遊
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す

か
ら
、
も
う
60
年
以
上
も
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
も
っ
ぱ
ら
投
げ
網
で
ア

ユ
を
捕
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
無
理
を
お
願
い
し

て
う
な
ぎ
を
捕
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
１
４
０
㌢
ほ

ど
の
も
う
宗
竹
の
皮
を
薄
く
削
り
、
片
方
に
竹
で
編

ん
だ
円
錐
形
の
入
口
を
つ
け
、
も
う
片
方
に
は
水
が

入
っ
て
く
る
小
さ
な
穴
を
い
く
つ
も
開
け
ま
す
。
餌

は
ハ
ヤ
な
ど
の
小
魚
で
筒
の
中
に
入
れ
、
入
口
を
川

下
に
向
け
ま
す
。
場
所
は
土
手
の
く
ぼ
み
や
草
が
生

い
茂
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
。
山
に
も
獣
道
が
あ
る
よ
う

に
川
に
も
う
な
ぎ
や
カ
ニ
が
通
る
道
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
の
日
仕
掛
け
た
６
本
の
竹
筒
に
は
翌
朝
３
匹

の
う
な
ぎ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。　
　
　

「
昔
と
比
べ
る
と
捕
れ
る
魚
の
量
が
減
っ
て
き
て

い
る
」
と
久
保
さ
ん
は
嘆
き
ま
す
。
し
か
し
今
で
も

川
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
恵
み
と
癒い
や

し
の
場
、

こ
の
川
を
今
ま
で
以
上
に
き
れ
い
に
保
っ
て
い
く
こ

と
が
、
未
来
の
人
た
ち
へ
の
贈
り
物
な
の
で
す
。

◎隼人町妙見地区　久保春雄さん
13  Kirishima City Public Relations, 2007.7, Japan

今年の夏、
土用の丑の日は７月30日。
うなぎを食べて暑い夏を乗り切ろう。

今年の夏、
土用の丑の日は７月30日。
うなぎを食べて暑い夏を乗り切ろう。

今年の夏、
土用の丑の日は７月30日。
うなぎを食べて暑い夏を乗り切ろう。



そ
の
瞬
間
は
突
然
お
と
ず
れ
た
。
ゴ
ー
ル
ま
で
残
り
２
０
０

㍍
、
１
頭
の
牝ひ
ん

馬ば

が
馬
場
の
真
中
か
ら
勢
い
よ
く
抜
け
出
し
、

牝
馬
と
し
て
は
64
年
ぶ
り
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
５
月
27
日
、

東
京
競
馬
場
で
開
催
さ
れ
た
３
歳
馬
の
頂
点
を
決
め
る
競
馬
の

祭
典
、
第
74
回
日
本
ダ
ー
ビ
ー
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

３
歳
馬
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は
、
出
走
中
た
だ
１
頭
の
牝
馬

「
ウ
オ
ッ
カ
」。
日
本
ダ
ー
ビ
ー
の
歴
史
の
中
で
牝
馬
が
優
勝
し

た
の
は
３
回
、
64
年
ぶ
り
の
快
挙
で
し
た
。
そ
の
牝
馬
に
騎
乗

し
た
の
が
牧
園
町
出
身
の
四し

位い

洋
文
騎
手
。
13
万
人
の
大
観
衆

か
ら
は
、
歴
史
的
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
ウ
オ
ッ
カ
と
四
位
騎
手

に
対
し
、
称
賛
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

騎
手
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
校
３
年
生
の
と
き
の
ひ

と
つ
の
出
会
い
。
通
学
路
途
中
に
あ
る
霧
島
高
原
乗
馬
ク
ラ
ブ

（
牧
園
町
）
で
毎
日
、
馬
を
見
て
い
た
四
位
騎
手
は
同
ク
ラ
ブ

の
長
命
信
一
郎
代
表
か
ら
「
馬
に
乗
っ
て
み
る
か
」
と
声
を
か

け
ら
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
乗
馬
を
始
め
、
中
学
校
卒
業
後
、

騎
手
を
目
指
し
て
競
馬
学
校
騎
手
課
程
へ
入
学
。
そ
の
後
、
夢

s
l

o
w

 
l

i
f

e

四位 洋文さん34
JRA騎手

1972年11月30日生まれ。
出身地、霧島市牧園町。身長、
160cm。体重、52kg。血液型、B
型。所属、栗東。1991年 3月2
日初騎乗、同年5月19日初勝利。
2007年6月30日1,100勝目。フェ
アプレー賞6回、優秀騎手賞を
受賞。

の
騎
手
と
な
り
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
１
頭
の
競
走
馬
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
思
い
や
夢
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
競
走
馬
の
晴
れ
舞
台
で
あ
る
レ
ー
ス
で
、
最
後
に
バ
ト
ン
を

受
け
持
つ
の
が
騎
手
で
す
。
確
か
に
華
や
か
な
役
割
で
あ
る
け

れ
ど
、
そ
れ
故
に
責
任
が
重
い
仕
事
。
だ
か
ら
こ
そ
勝
っ
た
と

き
の
達
成
感
は
大
き
い
」と
話
す
四
位
騎
手
。「
日
本
ダ
ー
ビ
ー

と
い
う
レ
ー
ス
は
世
界
中
の
ホ
ー
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
誰
も
が

１
度
は
勝
ち
た
い
と
願
っ
て
い
る
レ
ー
ス
。
そ
れ
に
勝
て
て
最

高
の
気
分
。
今
後
の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
す
そ
の

表
情
は
、
更
な
る
活
躍
を
期
待
さ
せ
る
自
信
に
満
ち
た
も
の
で

し
た
。

牧
園
町
は
、
明
治
29
年
に
全
国
で
２
か
所
設
置
さ
れ
た
国
立

牧
場
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
ま
た
、
過
去
に
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
牧
園
高
校
出
身
の
中
俣
修
さ
ん
が
馬

術
で
出
場
。
同
ク
ラ
ブ
の
長
命
代
表
も
国
体
優
勝
選
手
で
、
同

ク
ラ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
春
田
裕
介
さ
ん
と
東
郷
正
也
さ

四
位
騎
手
日
本
ダ
ー
ビ
ー
制
覇

ん
、
平
田
康
弘
さ
ん
も
国
体
上
位
入
賞
選
手
で
す
。
牧
園
高
校

の
馬
術
部
も
、
同
ク
ラ
ブ
で
指
導
を
受
け
、
過
去
に
２
度
、
高

校
馬
術
で
日
本
一
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
多
く
の
人
が
活
躍
し
て
お
り
、
馬
と
の
関
わ
り
が
深
い
地
域

で
す
。
そ
ん
な
地
域
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
そ
し
て
馬
と
出
会
い
、

馬
と
の
関
わ
り
が
大
き
い
騎
手
と
い
う
仕
事
に
就
い
た
。
四
位

騎
手
の
人
生
は
馬
と
と
も
に
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
人

馬
一
体
と
な
っ
て
、
多
く
の
レ
ー
ス
で
私
た
ち
に
感
動
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

Profile

THE SCENE

霧島を思う
2007年5月27日東京競馬場日本ダービー（GI）

写真提供：スポーツ報知15  Kirishima City Public Relations, 2007.7, Japan 広報きりしま  14



夏
の
お
祭
り

※
８
月
５
日
以
降
の
祭
り
を
掲
載

国
分
地
区

●
国
分
納
涼
花
火
大
会

・ 

日
時
＝
８
月
16
日
（
木
）
午
後
７

時
〜
10
時
（
午
後
８
時
打
ち
上
げ
）

・
場
所
＝
国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

・ 

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
臨
時
駐

車
場
お
よ
び
林
田
バ
ス
営
業
所
か

ら
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

・ 

会
場
付
近
に
は
来
場
者
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
観
光
協
会

事
務
局
☎
（
47
）
６
１
０
０

霧
島
地
区

●
ふ
る
さ
と
霧
島
夏
祭
り

・ 

日
時
＝
８
月
11
日
（
土
）
午
後
６

時
〜

・
場
所
＝
霧
島
運
動
場

・ 

内
容
＝
霧
島
検
定
ク
イ
ズ
、
花
火
、

抽
選
会
ほ
か

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
商
工
会

霧
島
支
所
☎
（
57
）
０
１
２
１

横
川
地
区

●
横
川
夏
ま
つ
り

・ 

日
時
＝
８
月
11
日
（
土
）
昼
の
部

午
後
１
時
30
分
〜
、
夜
の
部
午
後

６
時
〜

・
場
所
＝
大
隅
横
川
駅

・ 
内
容
＝
ご
神
幸
、
み
こ
し
パ
レ
ー

ド
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
花
火
、
抽
選

会
ほ
か

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
商
工
会

横
川
支
所
☎
（
72
）
０
１
１
３

溝
辺
地
区

●
第
32
回
竹
子
盆
踊
り
の
夕
べ

・ 

日
時
＝
８
月
14
日
（
火
）
午
後
６

時
30
分
〜

・
場
所
＝
竹
子
小
学
校
運
動
場

・
内
容
＝
花
火
、
抽
選
会
ほ
か

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
西
野
☎
０
９
０

‒

５
３
８
３‒

４
２
９
１

隼
人
地
区

●
浜
之
市
港
祭
り

・ 

日
時
＝
８
月
16
日
（
木
）
午
後
６

時
〜

・ 

場
所
＝
隼
人
港
（
錦
江
漁
協
前
広

場
）

・
内
容
＝
抽
選
会
、
演
芸
大
会
ほ
か

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
総
合
支
所

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
（
42
）
１
１
１
１

福
山
地
区

●
ふ
く
ふ
く
ラ
ン
ド
夏
祭
り

・ 

日
時
＝
８
月
11
日
（
土
）
午
後
６

時
30
分
〜
、
花
火
は
午
後
９
時
〜

・
場
所
＝
牧
之
原
運
動
場

・ 

内
容
＝
バ
ン
ド
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

抽
選
会
ほ
か

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
立
元
自
動
車
☎

（
56
）
２
０
３
５

※ 

雨
天
時
は
変
更
や
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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広
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は
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も
地
元
霧
島
市
に

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

空
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広
報
き
り
し
ま

▶▶▶ information

認証取得

広　
　
　

告

認証取得 広　
　
　

告

者
３
６
０
円
、小
・
中
学
生
１
５
０
円
）

・
内
容
＝
親
子
で
の
水
難
防
止（
着
衣

で
の
水
泳
・
救
助
方
法
）

○
プ
ー
ル
全
面
開
放
日

◦
期
日
＝
７
月
16
日（
月
）

○
施
設

◦
渓
流
下
り
＝
午
前
10
時
～
午
後
５

時
◦
屋
外
プ
ー
ル
＝
午
前
10
時
～
午
後

７
時

◦
屋
内
プ
ー
ル
＝
午
前
10
時
～
午
後

９
時

◦
利
用
料
＝
無
料

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
総

合
プ
ー
ル
☎（
46
）９
４
０
０

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア

◦
講
座
＝
７
月
13
日
～
９
月
７
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
２
時
～

３
時（
７
月
27
日
を
除
く
／
８
回

講
座
）

◦
場
所
＝
室
内
プ
ー
ル

◦
定
員
＝
30
人

◦
対
象
者
＝
18
才
以
上
の
男
女

◦
受
付
日
＝
６
月
26
日（
火
）
～

◦
受
講
料
＝
３
、２
０
０
円

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
総

合
プ
ー
ル
☎（
46
）９
４
０
０

市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

６
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
を
２
グ

ル
ー
プ
募
集
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
開
催
日
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
7
月
12
日（
木
）12
時
～
午

後
１
時

◦
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

行
政
棟
３
階
第
一
応
接
室

◦
食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

◦
申
込
期
限
＝
7
月
4
日（
水
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広

聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
５
５
、℻
（
64
）０
９
３
４
、Ｅ

メ
ー
ル info@

city-kirishim
a.jp

い
き
い
き
健
康
ラ
イ
フ
講
座

高
齢
者
の
体
力
向
上
と
温
泉
療
法

に
よ
る
温
浴
効
果
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り
講
座
。

◦
日
時
＝
７
月
11
日
～
８
月
８
日

（
毎
週
水
曜
日
）全
５
回
講
座　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分
（
90
分
）

◦
場
所
＝
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、

ス
タ
ジ
オ
、温
泉
浴
場

◦
定
員
＝
15
人

◦
対
象
者
＝
60
歳
以
上

◦
受
付
日
＝
６
月
19
日（
火
）
～

◦
受
講
料
＝
１
、
５
０
０
円（
税
込

み
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
い
き
い

き
国
分
交
流
セ
ン
タ
ー
☎（
48
）

５
５
２
２

夏
休
み
点
字
教
室

◦
対
象
者
＝
小
学
４
年
生
以
上

※
親
子
で
の
参
加
も
可

◦
日
時
＝
８
月
３
日（
金
）午
前
９
時

～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ

◦
定
員
＝
先
着
30
人

◦
参
加
費
用
＝
無
料（
教
室
で
使
う

道
具
類
は
貸
し
出
し
ま
す
）

◦
申
込
方
法
＝
次
の
事
項
を
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む
こ
と
。

（
参
加
者
氏
名
、学
年
、保
護
者
参

加
の
有
無
、電
話
番
号
）

◦
申
込
締
切
＝
７
月
30
日（
月
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
小
治
）
☎（
45
）
１
５
５

７
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
て

ん（
川
﨑
）☎（
43
）４
１
９
１

小
浜
の
海
で

立
て
網
漁
し
ま
せ
ん
か

立
て
網
漁
は
魚
を
手
づ
か
み
し
た

り
、
網
で
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
昔
な
が
ら
の
漁
法
で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
28
日（
土
）午
前
10
時

30
分
～
12
時

◦
場
所
＝
隼
人
町
小
浜（
小
浜
海
水

浴
場
）

◦
募
集
人
員
＝
先
着
80
家
族

◦
参
加
費
＝
２
、０
０
０
円（
１
家
族

４
人
ま
で
。１
人
増
え
る
ご
と
に

３
０
０
円
）

◦
応
募
方
法
＝
住
所･

氏
名
・
参
加
人

数（
大
人･

子
ど
も
）連
絡
先
な
ど

を
記
入
の
上
、
７
月
15
日
ま
で
に

往
復
は
が
き
で
応
募
す
る
こ
と
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８
９

９
│
５
１
０
３
隼
人
町
小
浜
７

４
３
│
10
小
浜
壮
青
年
部
福
永

好
高
☎
０
９
０（
２
７
１
３
）１

７
６
３

自
衛
官
募
集

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
自
衛
隊
鹿
児
島

地
方
協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所

☎（
45
）１
８
３
６

生
ま
れ
来
る
赤
ち
ゃ
ん
に

絵
本
を

相
談

定
例
行
政
相
談

○
７
月
10
日（
火
）

○
７
月
20
日（
金
）

発
達
障
害
者（
児
）

巡
回
相
談

子
育
て
な
ん
で
も
相
談

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

キレイのヒミツはオール電化

オール電化専用ホームページ　ｗｗｗ．ｋｉｒｅｉｌｉｆｅ．ｎｅｔ

期間中、電気給湯器（エコキュート・電気温水器）または、ＩＨクッキングヒーターをお買い上げいただき、
リフォームでオール電化住宅となったお客さまに抽選で賞品が当たります。
詳しくは、霧島営業所 ☎０１２０－９８６－８０３まで

オール電化にチェンジdeキレイ・ライフキャンペーン
キャンペーン期間６月１日～７月31日

火を使わない安心生活
　　　夜間電力で光熱費もおトク

募 集 種 目 受 験 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

航空学生 高卒（見込含）以上
21歳未満の者

8 月 1 日 ～ 9 月 7
日 9月 22日

一般曹候補生 18 歳以上
27歳未満の者

8 月 1 日 ～ 9 月 7
日 9月 17日

2 等陸・海・空士
（男子）

18 歳以上
27歳未満の者

年間を通じて
行っています。

受付時に
お知らせします。

2 等陸・海・空士
（女子）

18 歳以上
27歳未満の者

8 月 1 日 ～ 9 月 7
日 9月 24日・25日

会場・日時 相談方法・相談員・予約

広報きりしま  �広広広広報報報報ききききりりりりししししまままま  � � �� Kirishima City Public Relations,2006.9,Japan

16cm

（
裏
面
）

（
表
面
）

封筒・はがき
市が使用する通信用封筒類に広告を掲載しませんか。
・ 広告の種類、規格、募集枠数、使用色および作成枚数は、次の表のと
おりです。（規格や枠数については、ご相談ください）

・ 広告掲載料＝１枠当たりの広告掲載料は、次の表のとおりです。（消
費税を含む）

・ 募集期間＝７月10日（火）～31日（火）（申込書と広告原稿は当日必着）
※応募多数の場合は抽選になります。

◎ 申込・問い合わせ先
　（大封筒・中封筒）会計管理部会計課☎（64）0913
　（汎用圧着はがき）企画部情報政策課☎（64）0933

種　類 封筒１枚単価 １枠当たり広告掲載料

角形２号（大封筒） 2円 105,000 円

長形３号（中封筒） 2円 105,000 円

汎用圧着はがき 2円 420,000 円

天
孫
降
臨 
霧
島
祭

８
月
18
日
（
土
）
霧
島
神
宮
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮
本
殿
前

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
19
日
（
日
）
第
22
回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

・
会
場
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野
外
音
楽
堂

・
時
間
＝
午
後
５
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
21
日
（
火
）
隼
人
・
国
分
霧
島
祭

・
会
場
＝
隼
人
国
分
サ
テ
イ
北
側
駐
車
場

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
23
日
（
木
）
霧
島
温
泉
駅
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
温
泉
駅

・
時
間
＝
午
後
７
時
30
分　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
25
日
（
土
）
第
10
回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
５
時
30
分　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
26
日
（
木
）
奉
納
太
鼓
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
１
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

霧
島
の
大
地
と
大
自
然
に
、
感
謝
の
意
を
込
め
た
一
大
行
事

８
月
18
日
（
土
）〜　
26
日（
日
）

種　類 １枠の最大規格 募集枠数 使用色 作成枚数

角形２号（大封筒） 縦８cm、横 10cm 6 枠 青色 50,000 枚

長形３号（中封筒） 縦 10cm、横８cm 2枠 青色 50,000 枚

汎用圧着はがき 縦 8.5cm、横 10cm 1 枠 200,000 枚

市では、市から発行する印刷物に広告を掲載する
企業などを募集しています。
市内外へ会社のイメージアップ向上にご利用ください。

大封筒

⇦中封筒

⇩汎用
圧着はがき

① ②

③ ④

⑤ ⑥

①

②

◎問い合わせ先
天孫降臨霧島祭実行委員会　☎57－1588

８
月
23
日
（
木
）
霧
島
温
泉
駅
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
温
泉
駅

・
時
間
＝
午
後
７
時
30
分　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
25
日
（
土
）
第
10
回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
５
時
30
分　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
26
日
（
木
）
奉
納
太
鼓
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
１
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
８
月
８
月
232323
日
（
木
）
霧
島
温
泉
駅
霧
島
祭

日
（
木
）
霧
島
温
泉
駅
霧
島
祭

日
（
木
）
霧
島
温
泉
駅
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
温
泉
駅

・
会
場
＝
霧
島
温
泉
駅

・
会
場
＝
霧
島
温
泉
駅

・
時
間
＝
午
後
７
時

・
時
間
＝
午
後
７
時

・
時
間
＝
午
後
７
時
303030
分　

開
演

分　

開
演

分　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
８
月
８
月
252525
日
（
土
）
第

日
（
土
）
第

日
（
土
）
第
101010
回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り

回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り

回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
５
時

・
時
間
＝
午
後
５
時

・
時
間
＝
午
後
５
時
303030
分　

開
演

分　

開
演

分　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
８
月
８
月
262626
日
（
木
）
奉
納
太
鼓
霧
島
祭

日
（
木
）
奉
納
太
鼓
霧
島
祭

日
（
木
）
奉
納
太
鼓
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
１
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
１
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
１
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
23
日
（
木
）
霧
島
温
泉
駅
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
温
泉
駅

・
時
間
＝
午
後
７
時
30
分　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
25
日
（
土
）
第
10
回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
５
時
30
分　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
26
日
（
木
）
奉
納
太
鼓
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮

・
時
間
＝
午
後
１
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

第２回
８
月
18
日
（
土
）
霧
島
神
宮
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮
本
殿
前

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
19
日
（
日
）
第
22
回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

・
会
場
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野
外
音
楽
堂

・
時
間
＝
午
後
５
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
21
日
（
火
）
隼
人
・
国
分
霧
島
祭

・
会
場
＝
隼
人
国
分
サ
テ
イ
北
側
駐
車
場

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
８
月
８
月
181818
日
（
土
）
霧
島
神
宮
霧
島
祭

日
（
土
）
霧
島
神
宮
霧
島
祭

日
（
土
）
霧
島
神
宮
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮
本
殿
前

・
会
場
＝
霧
島
神
宮
本
殿
前

・
会
場
＝
霧
島
神
宮
本
殿
前

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
８
月
８
月
191919
日
（
日
）
第

日
（
日
）
第

日
（
日
）
第
222222
回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

・
会
場
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野
外
音
楽
堂

・
会
場
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野
外
音
楽
堂

・
会
場
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野
外
音
楽
堂

・
時
間
＝
午
後
５
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
５
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
５
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
８
月
８
月
212121
日
（
火
）
隼
人
・
国
分
霧
島
祭

日
（
火
）
隼
人
・
国
分
霧
島
祭

日
（
火
）
隼
人
・
国
分
霧
島
祭

・
会
場
＝
隼
人
国
分
サ
テ
イ
北
側
駐
車
場

・
会
場
＝
隼
人
国
分
サ
テ
イ
北
側
駐
車
場

・
会
場
＝
隼
人
国
分
サ
テ
イ
北
側
駐
車
場

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

８
月
18
日
（
土
）
霧
島
神
宮
霧
島
祭

・
会
場
＝
霧
島
神
宮
本
殿
前

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
19
日
（
日
）
第
22
回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

・
会
場
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
野
外
音
楽
堂

・
時
間
＝
午
後
５
時　

開
演

・
入
場
料
＝
３
０
０
円

８
月
21
日
（
火
）
隼
人
・
国
分
霧
島
祭

・
会
場
＝
隼
人
国
分
サ
テ
イ
北
側
駐
車
場

・
時
間
＝
午
後
７
時　

開
演

・
入
場
料
＝
無
料
（
募
金
箱
）

◎問い合わせ先
天孫降臨霧島祭実行委員会　☎57－1588
◎問い合わせ先◎問い合わせ先◎問い合わせ先
天孫降臨霧島祭実行委員会　☎57－1588天孫降臨霧島祭実行委員会　☎57－1588天孫降臨霧島祭実行委員会　☎57－1588
◎問い合わせ先
天孫降臨霧島祭実行委員会　☎57－1588
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光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

注
意
報
に
つ
い
て

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見
か
け

る
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
」
と
い
う
大
気
汚
染

の
原
因
物
質
で
、
空
中
に
滞
留
し
て

ス
モ
ッ
グ
状
態
に
な
り
、
人
の
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
体
に
対
す
る
影
響
と
し
て
、
目

や
の
ど
の
痛
み
・
流
涙
・
異
物
感
・

皮
膚
の
発
赤
な
ど
が
あ
り
、
重
症
に

な
る
と
、
頭
痛
・
発
熱
・
嘔
吐
・
め

ま
い
・
呼
吸
が
苦
し
い
・
意
識
障
害

な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。

今
年
に
な
っ
て
九
州
地
方
で
は
福

岡
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県
・
大
分
県

に
お
い
て
す
で
に
注
意
報
が
発
令
さ

れ
て
お
り
、
今
ま
で
注
意
報
や
警
報

が
発
令
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
鹿
児
島

県
に
お
い
て
も
注
意
報
発
令
基
準
に

迫
る
数
値
が
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
意
報
発
令
基
準
に
達
し
た
場
合

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ

て
県
が
注
意
報
を
発
令
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

・
屋
外
で
の
過
激
な
運
動
の
自
粛

・
外
出
の
自
粛

・
自
動
車
使
用
の
自
粛

・ 

警
報
発
令
に
備
え
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
の
報
道
に
注
意
す
る
こ

と
・ 

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
場
合

は
水
道
水
な
ど
で
洗
眼
、
う
が
い

を
す
る
と
と
も
に
、
最
寄
り
の
保

健
所
・
市
役
所
へ
届
け
出
る
こ
と

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
環

境
保
全
係
☎
（
64
）
０
９
５
０

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
の

原
則
禁
止
に
つ
い
て

廃
棄
物
処
理
法
第
16
条
の
２
で
は
、

野
外
で
の
焼
却
（
野
焼
き
）
を
禁
止

し
て
お
り
、
そ
の
罰
則
と
し
て
５
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円

（
法
人
の
場
合
は
１
億
円
）
以
下
の

罰
金
ま
た
は
併
科
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
体
に
有
害
な
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
発
生
の
主
な
原
因
が
、

ご
み
の
焼
却
に
あ
る
か
ら
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
８
０
０
度
以

上
の
高
温
で
の
完
全
焼
却
に
よ
っ
て

分
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、
野
焼
き
で

は
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
最
近
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
焼
却
の
際
に

出
る
煙
に
対
す
る
苦
情
が
増
え
て
い

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
の
を
避
け

る
た
め
に
大
多
数
の
か
た
が
直
接
苦

情
を
言
え
ず
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

野
焼
き
の
原
則
禁
止
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
良
好

な
ご
近
所
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。

【
適
用
除
外
の
例
】

・ 

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

・ 

ど
ん
と
焼
き
な
ど
の
風
俗
習
慣
上

ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た

め
に
必
要
な
焼
却

・ 

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
ず
行
う
焼
却

・ 

た
き
火
な
ど
日
常
生
活
を
営
む
上

で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
各
総
合
支
所
環

境
担
当
係

in
fo

r
m

a
tio

n
 

0
1
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霧
島
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
コＣＯ

Ｒ
Ｅア
・
よ
か
」
が
オ
ー
プ
ン

国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
コ
ア
・
よ
か
」
で
は
、

年
末
年
始
を
除
く
毎
日
、
各
種
証
明

書
の
取
得
、
税
金
な
ど
の
納
付
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
、
介

護
の
相
談
な
ど
で
ご
利
用
い
た
だ
け

る
施
設
で
す
。

「
コ
ア
・
よ
か
」
と
は
、
中
心
市

街
地
の
核
「
コ
ア
（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）」

と
な
る
施
設
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
こ
あ

良
か
（
こ
れ
は
良
い
）」
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
回
市
民
健
康
講
座

「
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」

・ 

日
時
＝
８
月
５
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜

・
場
所
＝
み
そ
め
館

・
内
容
＝
合
唱
演
奏
お
よ
び
講
演

・ 

講
師
＝
鹿
屋
保
健
所
長　

宇
田
英

典
先
生

・
募
集
人
員
＝
１
０
０
人

・ 

申
込
＝
７
月
27
日
（
月
）
ま
で
に

健
康
増
進
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増

進
課
☎
（
64
）
０
９
０
５

職
場
や
家
族
、
友
人
知
人
の
中
で

う
つ
傾
向
ま
た
は
、
う
つ
病
の
か
た

と
接
し
た
り
、
自
分
自
身
が
う
つ
か

な
？
と
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

う
つ
病
は
、
ご
く
一
般
的
な
病
気

で
、
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
心
配
や
過
労
、
ス
ト
レ
ス

が
続
く
と
か
か
り
や
す
く
な
る
病
気

で
、
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
起
こ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
病

気
と
同
様
、
早
期
に
発
見
し
、
治
療

を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
う
つ
病
は
、
自
殺
と
も
深

い
関
係
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
平
成
10
年
に
年
間
の

自
殺
者
数
が
３
万
人
を
超
え
、
現
在

ま
で
高
止
ま
り
し
た
状
態
の
ま
ま
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
交
通
事
故

で
亡
く
な
る
か
た
の
４
〜
５
倍
に
相

当
し
ま
す
。
霧
島
市
で
は
年
間
約
40

人
の
自
殺
者
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
、
心
の
健
康
づ
く
り

に
社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

「
自
分
で
で
き
る

う
つ
病
チ
ェ
ッ
ク
」

最
近
２
週
間
毎
日
続
い
て
い
る
も

の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い
。

□ 

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た

こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た
。

□ 

以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が

今
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

□ 

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え

な
い
。

□ 

わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ

が
す
る
。

２
つ
以
上
の
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
が

つ
き
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り

毎
日
の
生
活
に
支
障
が
で
て
い
る
場

合
は
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。
必
要

に
応
じ
て
、
か
か
り
つ
け
医
や
心
療

内
科
、
精
神
科
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
保
健
所
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎  
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
☎

（
64
）
０
９
０
５

霧
島
市
夜
間
救
急
診
療
の

受
付
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
夜
間
救
急
診
療
の

土
曜
日
の
受
付
時
間
が
、
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
受
付
時
間

・ 

月
曜
日
〜
金
曜
日
＝
午
後
７
時
30

分
〜
10
時
30
分

・ 

土
曜
日
曜
・
祝
日
＝
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
30
分

● 

実
施
時
期
＝
平
成
19
年
７
月
１
日

〜
◎  

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
立
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
（
42
）
１
１

７
１

H ealth ◎健康情報

霧
島
市
立
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

青
少
年
の
問
題
行
動
や
非
行
を
未

然
に
防
ぎ
、
青
少
年
を
健
全
に
育
成

す
る
た
め
学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と

緊
密
な
連
携
と
協
力
の
も
と
に
補
導

活
動
や
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
育
成
コ
ー
ナ
ー
】

市
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
育
成
を

○ 

霧
島
市
内
の
小
・
中
・
高
・
高
専
の
各

学
校
の
先
生
。
国
分
地
区
、
隼
人

地
区
の
各
青
少
年
健
全
育
成
連
絡

会
の
代
表
者
。
溝
辺
、
横
川
、
牧

園
、
霧
島
、
福
山
地
区
の
有
識
者

な
ど
90
数
人
の
補
導
委
員
と
補
導

員
が
街
頭
補
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○ 

定
期
補
導
や
随
時
の
補
導
で
は
、

神
社
や
公
園
、
不
審
者
の
出
没
個

所
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
店
や
書
店
な
ど
を
巡
回

し
、
さ
ら
に
、
特
別
補
導
と
し
て
、

夏
祭
り
や
花
火
大
会
、
冬
休
み
な

ど
に
も
巡
回
し
ま
す
。

○ 

補
導
活
動
の
ほ
か
、
有
害
図
書
な

ど
の
販
売
や
遊
興
に
関
わ
る
こ
と

に
対
し
て
点
検
や
指
導
を
行
い
ま

す
。

○ 

校
外
生
活
指
導
連
絡
会
や
校
区
青

少
年
健
全
育
成
連
絡
会
と
の
連
携
、

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
、
団
体
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

【
教
育
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

お
気
軽
に
相
談
を

今
、
子
供
さ
ん
の
こ
と
で
困
っ
て

い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆ 

い
じ
め
、
不
登
校
、
し
つ
け
、
進

路
、
非
行
、
友
達
関
係
…

○ 

昨
年
度
は
１
１
９
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
も
す
で
に
40
件

近
く
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

・ 

相
談
日
時
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
立
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎
（
47
）
６
７

５
０

夏
の
「
郷ふ
る
さ
と土
に
学
び
・
育は
ぐ
くむ

青
少
年
運
動
」

（
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
）
鹿
児
島

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

自
立
の
精
神
・
豊
か
な
感
性
、
国
際

的
感
覚
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

備
え
た
青
少
年
の
育
成

青
少
年
が
、そ
の
成
長
段
階
に
応
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
挑
戦
し
つ
つ
、

自
己
の
確
立
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

こ
と
や
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と

し
て
の
責
任
と
誇
り
を
自
覚
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
画
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
・
大
人
の
意
識
の
高
揚
・
啓
発

最
近
の
青
少
年
問
題
の
背
景
は
、

大
人
社
会
の
反
映
で
す
。
子
ど
も
の

問
題
は
大
人
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を

し
っ
か
り
認
識
し
、
地
域
社
会
で
は

大
人
が
、
子
ど
も
と
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
育
成

青
少
年
は
社
会
の
か
け
が
え
の
な

い
一
員
で
、
未
来
へ
の
希
望
を
託
す

も
の
で
あ
り
、
青
少
年
の
育
成
に
は
、

社
会
全
体
の
責
任
と
し
て
、
行
政
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
自
治
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
協
力
し
、

地
域
社
会
を
支
え
あ
う
共
生
・
協
働

の
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

市民サービス
センター窓口

ファミリー
サポートセンター

地域包括支援
センター 会議室など

開所日 年末年始を除く毎日

開所時間 10：00～19：00 10：00～21：00

業務内容

① 証明書発行
業務
② 税金などの
収納業務
③ 市の情報誌・
観光パンフ
レットの設
置
※ ①、②の詳
細は下表の
とおりです。

ファミリーサポ
ートセンター
事業
・ 会員の募集、
登録
・ 会員同士の相
互援助活動の
仲介・調整
・子育て支援

① 介護予防事
業

・ ケアプラン作
成など
② 包括的支援
事業

・総合相談など
 （支所との連携）

・会議室
  （大・中・小）
・研修サロン
  （1・2・3）
・プレイルーム
・交流サロン

連絡先 （46）1337 （48）9350 （48）7979 （46）1337

※ ファミリーサポートセンター：育児の手助けを受けたいかた（依頼会員）と
育児の援助ができるかた（提供会員）からなる会員制組織
※ 地域包括支援センター：高齢者の福祉や介護、生活全般にわたる相談や支援
が受けられる組織

①証明書発行業務

住民基本台帳関係 住民票《全員・個人》

戸籍関係

全部事項証明《現在戸籍》
※準備が整い次第、業務を行います。

個人事項証明《現在戸籍》
※準備が整い次第、業務を行います。

印鑑登録関係

印鑑証明

印鑑登録申請　※本人申請のみ

新規カード発行　※本人申請のみ

税証明関係

市県民税

所得証明

課税証明

所得課税証明《個人・世帯》

納税証明
市県民税

軽自動車税《車検用》

②税金などの収納業務

市県民税《普通徴収》、軽自動車税、固定資産税・都市計画税、国民健康保
険税、介護保険料《普通徴収》、保育料（保育所負担金）、市営住宅使用料

※ ただし、「②税金などの収納業務」については、納付書持参の場合のみお支
払いいただけます。（納付書の再発行はできません）

市民サービスセンター窓口で行う業務内容
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薬
は
正
し
く
使
っ
て
、
初
め
て
有
効
で
安
全

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
普
段
、
患
者
さ
ん
と
接

し
て
い
ま
す
と
、
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て
、
例

え
ば｢

食
後｣

を｢

ご
飯
を
食
べ
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
30
分
後｣

と
か
、｢

食
間｣

を｢

ご
飯
を

食
べ
て
い
る
間
に｣

な
ど
思
い
違
い
を
さ
れ
た
り
、

｢

薬
を
飲
み
忘
れ
た
時
ど
う
し
た
ら
い
い
？｣

と
ご
質
問
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
薬
の
飲
み
方
、

飲
み
忘
れ
た
場
合
、
薬
の
保
管
な
ど
、
薬
に
つ

い
て
基
本
的
な
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

薬
の
飲
み
方

薬
は
、多
め
の
水
ま
た
は
白
湯
で
飲
み
ま
し
ょ

う
。
コ
ッ
プ
１
杯
ぐ
ら
い
の
量
が
目
安
で
す
。

薬
は
ま
ず
胃
や
腸
で
溶
け
て
か
ら
吸
収
さ
れ

る
の
で
、
水
の
量
が
少
な
い
と
、
薬
が
溶
け
に

く
く
、
吸
収
が
悪
く
な
っ
て
、
効
果
が
十
分
に

現
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
が
食
道
に
く
っ
つ
い
て
、
そ
こ

が
刺
激
さ
れ
、
潰か
い

瘍よ
う

が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、水
、白
湯
以
外
の
飲
み
物
は
、薬
に
よ
っ

て
は
飲
み
あ
わ
せ
が
悪
く
、薬
が
効
き
す
ぎ
た
り
、

逆
に
効
果
が
弱
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
部
の
高
血
圧
の
薬（
カ
ル
シ
ウ
ム
拮き
っ

抗こ
う

剤
）

を
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と
一
緒
に
飲
む

こ
と
に
よ
る
血
圧
の
下
が
り
過
ぎ
や
、
牛
乳
と

一
緒
に
飲
む
と
効
果
が
弱
ま
る
抗
生
物
質
（
テ

ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
）は
そ
の
代
表
的
な
例
で
す
。

薬
を
飲
む
時
間

薬
を
飲
む
時
間
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
。

薬
を
飲
み
忘
れ
た
場
合

決
め
ら
れ
た
時
刻
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
が

た
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
気
付
い
た
と
き
に
飲
ん

で
く
だ
さ
い
。
次
の
飲
む
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
飲
み
忘
れ
の
分
は
抜
か
し
ま
し
ょ
う
。

決
し
て
２
回
分
を
一
緒
に
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
薬
を
飲
む
間
隔
の
目
安
は
、
一
般
的
に
は

１
日
３
回
に
分
け
て
飲
む
薬
な
ら
少
な
く
と
も

４
時
間
程
度
、
ま
た
１
日
２
回
に
分
け
て
飲
む

薬
な
ら
８
時
間
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
迷
う
場
合
は
薬
剤
師
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

薬
は
決
め
ら
れ
た
量
と

時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

薬
は
主
に
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
、
血
液
の
中
に

入
り
、
必
要
と
さ
れ
る
場
所
に
到
達
し
ま
す
。

薬
が
効
く
た
め
に
は
、血
液
中
の
薬
の
濃
度
（
血

中
濃
度
）が
適
切
に
保
た
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
決
め
ら
れ
た
量
と
時
間
を
守
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

注
意
し
た
い
薬
の
保
管

薬
の
中
に
は
、
湿
気
に
よ
っ
て
変
質
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
特
に
指
示
が
な
い
場
合
も
、

直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や
、
高
温
多
湿
の
場

所
を
避
け
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
だ
！

薬
剤
師
に
相
談
し
よ
う
。

市
販
の
薬
を
購
入
す
る
と
き
や
お
医
者
さ

ん
か
ら
も
ら
っ
た
薬
な
ど
に
疑
問
が
あ
っ
た
り
、

困
っ
た
り
し
た
と
き
、
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え

る
薬
剤
師
が
い
ま
す
か
。
薬
の
使
い
方
や
疑
問

に
答
え
、気
軽
に
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
薬
局・

薬
剤
師
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：R

AD
-AR

く
す
り
の
手
引
き

やさしい医療講座
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M E D I C A L  L E C T U R E

薬
を
正
し
く
飲
む
た
め
に

薬の飲み方

こ
の
理
由
は
、「
廃
仏
毀
釈
」
の
影
響
で
す
。

「
神
仏
分
離
令
」
は
「
神
仏
習
合
」
の
思
想
を

改
め
て
、
神
道
を
国
の
宗
教
に
し
よ
う
と
し
て

出
さ
れ
た
法
律
で
し
た
。し
か
し
、当
時
の
人
々

は
仏
教
に
関
す
る
も
の
は
す
べ
て
排
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
早
と
ち
り
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。興

福
寺
で
は
、
お
坊
さ
ん
た
ち
は
春
日
大
社

な
ど
の
神
主
に
な
り
、
お
寺
か
ら
出
て
行
き
ま

し
た
。
誰
も
い
な
く
な
っ
た
お
寺
の
建
物
は
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
仏
像
は
壊
さ
れ
た
り
、
売

ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
五
重
塔
は
、
は
じ
め
五

十
円
（
現
在
の
約
四
十
万
円
）
ほ
ど
で
売
り
飛

ば
さ
れ
、
買
主
が
火
を
つ
け
て
金
具
だ
け
取
り

出
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
火
事
を
恐
れ
た
周
辺

の
住
民
に
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
五
円
で
売

ら
れ
た
と
き
は
塔
の
材
木
が
薪
に
さ
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
な
ん
と
か
取
り
や
め

に
な
り
原
形
を
止
め
た
の
で
す
。

薩
摩
藩
で
は
更
に
徹
底
的
に
廃
仏
毀
釈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
寺
は
全
て
な
く
な
り
、
財
産

は
没
収
さ
れ
、
お
坊
さ
ん
も
い
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
鹿
児
島
県
の
仏
教
に
関
す
る
文

化
財
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

霧
島
市
内
に
も
多
く
の
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
で
も
石
造
の
仁
王
像
な
ど
の
仏
像
を
何
気

な
く
見
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く
見
て
く
だ

さ
い
。
首
が
な
い
も
の
、腕
が
な
い
も
の
、あ
っ

て
も
あ
と
か
ら
つ
な
い
で
あ
る
も
の
。
き
れ
い

に
残
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

仏
教
に
関
す
る
も
の
は
徹
底
的
に
壊
さ
れ
た
の

で
す
。
市
内
の
お
寺
の
跡
は
「
本
当
に
こ
こ
に

お
寺
が
あ
っ
た
の
か
な
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
所
ば
か
り
で
す
。
お
寺
の
全
容
を
知
る

に
は
発
掘
調
査
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。興

福
寺
の
南
に
あ
る
元が
ん

興ご
う

寺じ

は
と
て
も
小
規

模
で
す
が
、「
廃
仏
毀
釈
」
の

影
響
を
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
奈
良
時
代
の
瓦
が

そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
部

分
が
あ
る
と
て
も
古
い
建
物

が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
残
っ
た
か
と
い
う
と
、

地
元
の
人
た
ち
が
、
元
興
寺

を
本
当
に
大
事
に
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
他
の

お
寺
が
壊
さ
れ
て
も
、
そ
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ど
ん
な
に
栄
え
て
も
、
み
ん
な
が
大
事
に
し

よ
う
と
思
わ
な
け
れ
ば
何
事
も
す
ぐ
に
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
明
治
の
人
々
が
多
く
の
文
化

財
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
私
た
ち
は
、

古
い
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
文
化
財
を
保
護
す
る

に
は
私
た
ち
が
文
化
財
に
つ
い
て
も
っ
と
理
解

し
、
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

文
責
＝
坂

M E D I C A L  L E C T U R E

鹿
で
有
名
な
奈
良
市
の
奈
良
公
園
に
室
町
時

代
に
建
て
ら
れ
た
国
宝
の
「
興こ
う

福ふ
く

寺じ

五ご

重じ
ゅ
う

塔の
と
う」

が
建
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
二
番
目
に
高
い
こ

の
五
重
塔
は
明
治
初
年
の「
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く」に
よ
っ

て
取
り
壊
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
三
月
に
政
府
は

「
神し
ん

仏ぶ
つ

分ぶ
ん

離り

令れ
い

」
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律

が
出
る
前
ま
で
は
、
神
と
仏
は
本
来
同
じ
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
「
神
仏
習し
ゅ
う

合ご
う

」
と
い
う
思
想

が
広
ま
っ
て
い
て
、
神
主
さ
ん
が
お
経
を
あ
げ

た
り
、
お
坊
さ
ん
が
祝の
り
と詞

を
あ
げ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
霧
島
市
内
で
は
鹿
児

島
神
宮
と
弥み

勒ろ
く

院い
ん

（
宮
内
小
学
校
の
場
所
に

あ
っ
た
寺
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
例
は
日
本
全
国
に
た
く
さ
ん
存
在
し
ま

し
た
。

興
福
寺
は
も
と
も
と
藤
原
氏
の
氏
寺
で
、
氏

神
を
祭
る
春か
す
が日
大た
い

社し
ゃ

と
と
も
に
と
て
も
手
厚
く

保
護
さ
れ
、
寺
院
と
し
て
は
日
本
最
大
規
模
を

誇
り
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
は
、
僧
兵
と
い
う
集
団
を
組
織
し
、
延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

の
僧
兵
と
と
も
に
朝
廷
に
圧
力
を
か
け
、
政
治

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

今
で
は
、
奈
良
公
園
の
一
部
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
興
福
寺
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

霧島市教育委員会では、市内の指定文化財、登録
文化財全 118 件を掲載した文化財ガイドブックを作成
しました。写真付き、オールカラーで、皆さんご存知
の有名な文化財はもちろん、「こんなところもあったん
だ！」という驚きがつまった１冊になっています。

・販売価格＝ 300 円
・ページ数＝ 126 ページ　・サイズ＝ A5版
・ 販売場所＝教育委員会文化振興課および各出張所
教育振興課、生涯学習課、国分郷土館、横川郷土館、
霧島歴史民俗資料館、隼人歴史民俗資料館、隼人
塚史跡館
◎問い合わせ先＝文化振興課文化財係 ☎（64）0990

霧島市文化財ガイドブック発売中！

失
わ
れ
か
け
た

文
化
財

飲み方 飲む時間の目安

食 後 （食事のあと）～食後 30分ぐらい
まで

食 前 食事の 30分ぐらい前

食 直 前 食事のすぐ前

食 直 後 食事のすぐ後

食 間 食事と食事の間。食事の約２時間
後が目安

寝 る 前 寝る 30分ぐらい前

○時間毎 食事に関係なく一定の間隔で服用

頓服（頓用） ある症状が出た時飲む
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K irishima Information

○ 

「
む
げ
に
断
る
の
も
失
礼
だ
し
」

と
思
わ
せ
る
の
も
業
者
の
手
口
。

必
要
な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り｢

い

り
ま
せ
ん
」
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
り
、
悩

ん
だ
り
し
た
と
き
は
１
人
で
考
え

ず
、
ま
ず
家
族
や
友
人
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
労
政
課
商

工
係
☎
（
64
）
０
９
１
２

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

高
齢
社
会
の
な
か
認
知
症
は
他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・ 

日
時
＝
８
月
２
日
（
木
）
午
前
９

時
30
分
〜
12
時

・ 

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
小
研
修
室

・ 

対
象
＝
認
知
症
の
人
を
介
護
中
の

か
た
、
高
齢
者
の
い
る
家
族
、
そ

の
ほ
か
参
加
希
望
者

・ 
内
容
＝
認
知
症
に
つ
い
て
の
話
、

介
護
家
族
の
意
見
交
換
・
交
流
会

・
申
込
期
限
＝
７
月
25
日
（
水
）

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
・

障
害
福
祉
課
介
護
保
険
係
☎（
64
）

０
９
９
５
、
ま
た
は
（
社
）
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
鹿
児
島
県
支

部
【
造
免
】
☎
（
57
）
３
５
１
５

募　

集

新
設
高
校
の
校
名
募
集

牧
園
高
校
と
栗
野
工
業
高
校
を
統

合
し
た
新
設
校
の
校
名
を
募
集
し
ま

す
。（
来
年
４
月
開
校
）

・ 

設
置
学
科
＝
機
械
科
（
１
学
級
）

と
総
合
学
科
（
３
学
級
・
社
会
教

養
、
情
報
会
計
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、

生
活
科
学
、
文
化
芸
術
の
５
系
列
）

・ 

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
校
名
と

そ
の
説
明
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
郵
送
か
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
は
が
き
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
可
。

・ 

応
募
期
限
＝
７
月
26
日（
木
）必
着

◎  

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
新
設
高

校（
姶
良
地
域
）開
校
準
備
室（
牧

園
高
校
内
）
〒
８
９
９ ‒

６
５
０

７
霧
島
市
牧
園
町
宿
窪
田
３
３
０

番
地
５
☎（
76
）０
０
３
９
、
℻   

（
76
）０
０
４
０
、
メ
ー
ルkou-

sinkou@
pref.kagoshim

a.lg.jp

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー「
提
供
会
員
」
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し

い
か
た
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
ど
も

の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
の
援
助
を
し

た
い
か
た
（
提
供
会
員
）
の
援
助
活

動
を
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

会
員
組
織
で
す
。

今
回
は
「
提
供
会
員
」
を
募
集
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
、
会
員
に

登
録
し
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・ 

応
募
用
件
＝
市
内
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
か

た
で
、
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
か
た
（
た
だ
し
、

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す
）

※ 

活
動
に
対
し
て
、
基
準
額
に
よ
る

報
酬
が
あ
り
ま
す
。

※ ｢

依
頼
会
員｣

は
後
日
募
集
し
ま

す
。

◎ 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
霧

島
☎
（
48
）
９
３
５
０

霧
島
市
無
事
故
・
無
違
反

１
８
０
日
コ
ン
テ
ス
ト

・ 

実
施
期
間
＝
８
月
１
日
〜
来
年
１

月
27
日
ま
で
の
１
８
０
日
間

・ 

参
加
要
件
＝
運
転
免
許
（
原
付
バ

イ
ク
を
含
む
）
が
あ
り
、
市
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
か
た

３
人
１
組
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
て

く
だ
さ
い
。

・ 

参
加
料
＝
１
人
７
０
０
円
（
運
転

へ
の
加
入
や
脱
退
の
手
続
き
は
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
☎（
64
）０
８
８
６

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

今
月
は
固
定
資
産
税
２
期
、
国
民

健
康
保
険
税
１
期
、
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）
１
期
の
納
付
月
で

す
。
納
期
限
は
７
月
31
日
（
火
）
で

す
。
口
座
振
替
の
振
替
日
は
７
月
25

日
（
水
）
で
す
。

※ 
市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎

（
64
）
０
８
９
２

悪
質
商
法
の
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に

○ 

知
ら
な
い
人
が
、
や
た
ら
親
切
に

近
づ
い
て
き
た
り
、
た
だ
で
モ
ノ

を
く
れ
た
り
す
る
の
は
高
額
な
商

品
な
ど
を
売
り
つ
け
る
手
口
。
話

に
の
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

「
今
な
ら
お
得
」｢

早
く
し
な
い

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」「
今
す

ぐ
契
約
を
」
こ
れ
ら
は
販
売
員
の

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
あ
り
、
契
約

を
急
が
せ
る
業
者
に
は
要
注
意
で

す
。「
相
談
し
ま
す
の
で
」
と
一

旦
切
り
返
し
、
ほ
か
の
業
者
か
ら

も
見
積
り
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

参
議
院
議
員
選
挙
は

７
月
29
日
で
す

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
は

７
月
29
日
（
日
）
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
、
仕
事
や
用
事
な
ど
で
投

票
所
に
行
け
な
い
か
た
は
、
７
月
13

日
（
金
）
か
ら
28
日
（
土
）
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
の
間
、

居
住
す
る
地
区
の
総
合
支
所
で
「
期

日
前
投
票
」
が
で
き
ま
す
。
自
分
の

入
場
整
理
券
を
持
っ
て
該
当
す
る
期

日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

選
挙
公
報
は
制
度
上
、
期
日
前
投

票
後
に
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
☎
（
64
）
０
９
３
０

国
民
健
康
保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
は
７
月
31
日
ま
で
有
効
で
す
。

７
月
中
旬
か
ら
新
た
な
保
険
証
を

郵
送
（
配
達
記
録
）
し
ま
す
の
で
、

大
切
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
限
が

切
れ
た
保
険
証
は
、
都
合
の
良
い
と

き
に
最
寄
り
の
総
合
支
所
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
さ
れ
て

い
る
か
た
は
自
ら
速
や
か
に
納
付
相

談
を
し
、
保
険
証
の
更
新
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

◎霧島市からのお知らせ

記
録
証
明
書
交
付
手
数
料
）
↓
１

チ
ー
ム
２
、
１
０
０
円

・ 

申
込
先
＝
安
心
安
全
課
、
各
総
合

支
所
担
当
課

・ 

募
集
期
間
＝
７
月
２
日
（
月
）
〜

31
日
（
火
）

・ 

賞
品
＝
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成

し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
抽
選
に

よ
り
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課
☎

（
64
）
０
９
９
７
、
各
総
合
支
所

担
当
課

天
降
川
の
生
き
物
の

生
態
を
調
べ
よ
う

天
降
川
の
水
生
生
物
の
生
態
を
調

べ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
身
近
な
川

が
生
活
排
水
の
影
響
を
ど
の
程
度
受

け
て
い
る
か
を
調
査
し
ま
す
。

・ 

日
時
＝
７
月
22
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
12
時
30
分

・ 

対
象
＝
小
学
生
（
原
則
と
し
て
保

護
者
同
伴
）【
定
員
＝
20
人
】

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

※ 

申
込
用
紙
は
各
小
学
校
に
あ
り
ま

す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
環

境
保
全
係
☎
（
64
）
０
９
５
０

親
子
ビ
デ
オ
講
座

受
講
者
募
集

小
・
中
学
生
（
４
年
生
以
上
）
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ

ル
ビ
デ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

・ 

日
時
＝
８
月
９
日
（
木
）
〜
10
日

●
戦
争
に
ま
つ
わ
る
品
々
を
募
集

駅
舎
内
に
展
示
す
る
軍
服
や
当
時

の
衣
服
、
書
物
、
手
帳
、
写
真
な
ど

戦
争
に
ま
つ
わ
る
品
々
や
当
時
の
生

活
用
具
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

・ 

展
示
期
間
＝
８
月
１
日
（
水
）
〜

15
日
（
水
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
横
川
総
合
支
所

地
域
振
興
課
☎
（
72
）
０
５
１
１

国
分
女
性
合
唱
団

第
４
回
定
期
演
奏
会

・ 

日
時
＝
７
月
21
日（
土
）開
場
午
後

１
時
30
分
〜
、
開
演
午
後
２
時
〜

・
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

・ 

入
場
料
＝
一
般
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
２
０
０
円

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
女
性
合
唱

団
【
村
山
】
☎
（
46
）
０
４
６
９

お
詫
び
と
訂
正

広
報
誌
６
月
号
お
知
ら
せ
版
の
掲

載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂

正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
前
】
↓
【
訂
正
後
】

● 

３
ペ
ー
ジ「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」

お
よ
び
「
山
ヶ
野
金
山
の
史
跡
探

検
」
の
定
員

先
着
↓
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

● 

11
ペ
ー
ジ
「
公
共
施
設
紹
介
」

国
分
市
し
み
ん
学
習
支
援
公
社
↓

霧
島
市
し
み
ん
学
習
支
援
公
社

●
14
ペ
ー
ジ
「
市
長
交
際
費
」

山
下
論
氏
↓
山
下
諭
氏

（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

・
場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

・
定
員
＝
10
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・ 

保
険
料
＝
１
人
３
０
０
円
程
度
の

保
険
料
を
当
日
徴
収
し
ま
す
。

・ 

申
込
方
法
＝
７
月
23
日
（
月
）
ま

で
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
☎
（
64
）
０
９
１
９

孫
育
て
サ
ロ
ン

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
協
力
が
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か

な
成
長
に
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

日
時
＝
８
月
９
日
（
木
）
午
前
10

時
〜

・ 

場
所
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
国
分
小
前
）
ふ
れ
あ
い
の

郷
内

・ 

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
童
謡
な

ど
の
歌
遊
び
、
昔
の
遊
び
な
ど

・
対
象
＝
子
ど
も
好
き
な
か
た

・
定
員
＝
先
着
20
人

・
申
込
受
付
＝
７
月
30
日
（
月
）
〜

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
45
）
４

９
２
０

青
少
年
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
参
加
者
大
募
集

・ 

日
時
＝
８
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
〜

※
雨
天
時
は
隼
人
体
育
館

・ 

場
所
＝
天
降
川
ふ
る
さ
と
の
川
河

川
公
園
（
隼
人
町
住
吉
公
園
前
ス

ポ
ー
ツ
広
場
）

・ 

内
容
＝
リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
レ
ー
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
（
定
員
60
人
）
な
ど

・ 

対
象
＝
市
内
の
小
学
４
年
生
〜
高

校
生
（
原
則
）

・ 

参
加
料
＝
１
人
５
０
０
円

・ 

申
込
方
法
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
出
張
所
お
よ
び
各
学
校
に
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
に
記
入
捺
印

の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
期
限
＝
７
月
20
日
（
金
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
（
64
）
０
９
２
７

「
サ
ン
・
あ
も
り
」
か
ら

●
親
子
カ
ヌ
ー
教
室
（
２
人
乗
り
）

・ 

日
時
＝
７
月
22
日
、
29
日
、
８
月

５
日
、
19
日　

午
前
９
時
〜

・
定
員
＝
10
組

・ 

参
加
費
＝
１
組
１
回
３
、０
０
０

円
（
保
険
料
込
み
）

● 

ハ
ー
テ
ィ
フ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
軽
量

粘
土
）
プ
チ
ク
ラ
ス

・ 

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

・ 

受
講
料
＝
２
、０
０
０
円
（
月
額
）

ほ
か
粘
土
代
１
、６
０
０
円

※ 

い
ず
れ
も
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・

あ
も
り
☎
（
43
）
３
３
７
３

イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

｢

き
り
し
ま
っ
子
！
発
見
の
旅｣

霧
島
市
内
の
郷
土
館
な
ど
の
施
設

と
文
化
財
に
関
す
る
場
所
20
か
所
に

ス
タ
ン
プ
と
ク
イ
ズ
を
設
置
し
ま
す
。

ラ
リ
ー
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
と
ク
イ
ズ

の
答
え
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

期
間
＝
７
月
10
日
（
火
）
〜
９
月

20
日
（
木
）

・ 

台
紙
配
布
場
所
＝
国
分
郷
土
館
、隼

人
歴
史
民
俗
資
料
館
、
隼
人
塚
史

跡
館
、
文
化
振
興
課
お
よ
び
各
出

張
所
教
育
振
興
課
・
生
涯
学
習
課

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課
文

化
財
係
☎
（
64
）
０
９
９
０

大
隅
横
川
駅
で

平
和
コ
ン
サ
ー
ト

第
２
次
世
界
大
戦
の
空
襲
の
爪
跡

が
残
る
大
隅
横
川
駅
で
、
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・ 

日
時
＝
８
月
１
日
（
水
）
午
後
６

時
30
分
〜
９
時

・ 

内
容
＝
霧
島
国
際
音
楽
祭
出
演
者

に
よ
る
演
奏
、
横
川
少
年
少
女
合

唱
団
に
よ
る
合
唱
、
語
り
部
に
よ

る
講
話
（
戦
時
中
の
大
隅
横
川
駅

と
当
時
の
町
の
様
子
）、
駅
舎
に

戦
争
当
時
の
品
々
を
展
示

ファミリー・サポート・センターの仕組み

「依頼会員」 「提供会員」

ファミリー・
サポート・センター

⑤報酬支払

③事前打合せ
④援助活動

①援助の申込み ②援助の依頼
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
故
郷
に
な
る
所
だ
と
感
じ
ま
す
。
霧

島
市
内
に
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
所

も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
市
報

か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
不
満
が

あ
り
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。「
募
集
」

に
載
っ
て
い
た
講
座
に
参
加
し
た
く

て
問
い
合
わ
せ
を
し
た
ら
「
以
前
か

ら
募
集
を
し
て
い
た
も
の
だ
か
ら
空

き
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
返
事
で
し

た
。（
ま
だ
ま
だ
鹿
児
島
弁
が
わ
か

ら
な
い
32
歳
女
性
）●

今
回
の
「
募
集
」
の
件
で
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
人
気

の
あ
る
講
座
な
ど
は
希
望
者
が
多
く

受
講
が
か
な
り
難
し
い
よ
う
で
す
。

募
集
記
事
に
つ
い
て
は
、
最
善
の
掲

載
に
努
め
ま
す
。

初
め
て
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
昨
年
、
表
紙
に
小

浜
の
棚
田
が
掲
載
さ
れ
た
と
き
は
、

周
囲
の
皆
さ
ん
と
見
物
に
行
き
ま
し

た
。
あ
の
ご
つ
ご
つ
し
た
大
き
な
石

が
田
園
を
さ
ら
に
演
出
し
、
本
当
に

す
ば
ら
し
い
で
し
た
。
今
年
も
ま
た

田
植
え
の
時
期
に
足
を
運
び
た
く
な

り
ま
す
。
６
月
号
の
「
読
者
の
声
」

に
掲
載
の
あ
り
ま
し
た
87
歳
の
老
婆

さ
ん
が
温
水
プ
ー
ル
に
通
い
は
じ
め

て
１
年
に
な
る
記
事
を
み
て
敬
服
し

て
い
ま
す
。
私
も
出
来
る
だ
け
お
医

者
さ
ん
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う

に
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
こ
ろ
り
）
を

目
標
に
日
々
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
卓
球
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
歩
こ
う
会
な
ど

で
リ
ズ
ム
の
あ
る
生
活
を
心
が
け
て

い
ま
す
。（
リ
サ
イ
ク
ル
お
ば
さ
ん

68
歳
女
性
）

●

広
報
誌
の
表
紙
写
真
は
、
市
民
の

か
た
が
見
慣
れ
て
い
る
光
景
で
、
季

節
や
時
間
帯
で
美
し
く
見
え
る
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
何
回
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
で
す
。

毎
日
の
生
活
を
楽
し
ん
で
体
に
無
理

な
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

霧
島
市
に
な
っ
て
広
報
誌
の

素
晴
ら
し
い
企
画
に
楽
し

く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
３
月
の
「
夫
婦
シ
リ
ー
ズ
」
で

は
、
自
分
の
知
り
合
い
も
登
場
。
今

回
の
駅
舎
「
大
隅
横
川
駅
」
と
話
題

が
い
っ
ぱ
い
の
紙
面
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

霧
島
路
で
す
。
私
自
身
国
分
に
住
ん

で
25
年
に
な
り
、
妻
は
薩
摩
川
内
市
、

私
は
鹿
屋
市
（
旧
串
良
町
）
で
す
。

今
は
故
郷
そ
の
も
の
で
す
。
霧
島
の

山
々
を
毎
日
走
っ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン

人
生
で
す
。
特
に
春
山
か
ら
永
水
方

面
は
最
高
で
す
。（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

文
夫
59
歳
男
性
）●

自
然
い
っ
ぱ
い
の
霧
島
市
は
、
第

２
の
故
郷
に
な
り
ま
し
た
ね
。
四
季

折
々
の
美
し
い
霧
島
路
を
散
策
さ
れ

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

私
の
日
常
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。
あ
る
ご
家
族
は
「
孫
が

大
き
く
な
っ
た
ら
鯉
の
ぼ
り
を
も

ら
っ
て
く
れ
る
か
な
？
」「
竹
が
必

要
な
ら
知
人
を
紹
介
す
る
よ
」
と
親

切
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
下
校
中

の
小
学
生
が
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
か

わ
い
ら
し
く
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

朝
夕
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
も
い
ま
す
。
安

心
し
て
住
む
こ
と
の
出
来
る
、
こ
ん

な
思
い
や
り
い
っ
ぱ
い
の
上
小
川
は

最
高
で
す
。（
上
小
川
の
種
子
島
人

32
歳
女
性
）

●

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
朝
夕
と
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
６
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
５
人
の
か
た

に
配
送
し
ま
し
た
。

※ 

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

国
分
物
産
館
に
よ
く
行
き
ま

す
が
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、

花
な
ど
よ
く
買
い
ま
す
。
昼
時
に
は
、

お
惣
菜
を
買
っ
て
食
べ
る
こ
と
も
あ

り
、「
が
ね
」
や
「
煮
し
め
」
を
ま

ね
し
て
作
っ
て
み
ま
す
が
、
な
か
な

か
同
じ
よ
う
な
味
に
な
り
ま
せ
ん
。

夫
も
「
煮
し
め
や
が
ね
な
ど
は
、
歳

を
と
る
に
つ
れ
て
上
手
に
な
っ
て
い

く
ん
だ
よ
ね
ー
、
お
母
さ
ん
よ
り
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ほ
う
が
お
い
し
い
も

ん
ね
ー
」
と
い
い
ま
す
。
私
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
と
き
は
、
お
い

し
く
作
れ
る
よ
う
に
な
る
か
な
。
今

夜
早
速
「
が
ね
」
を
作
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。（
た
れ
パ
ン
ダ
28
歳

女
性
）

●

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
作
る
「
が

ね
や
煮
し
め
」
は
お
い
し
い
で
す
よ

ネ
。
お
い
し
く
作
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
市
内
に
も
物
産

館
と
同
じ
よ
う
な
販
売
所
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６
月
号
「
広
報
き
り
し
ま
」
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
も
い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン

タ
ー
の
温
泉
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
週
２
回
程
度
で
す
が
、
腰
痛

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
膝
痛
の
持
病
が

あ
り
仕
事
帰
宅
後
に
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
や
散
歩
な
ど
を
し
ま
す
が
、
長
続

き
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
温
水
プ
ー

ル
に
通
い
始
め
て
び
っ
く
り
、
腰
痛

の
痛
み
が
軽
減
し
ま
し
た
。
週
１
回

の
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し
い
で

す
。
気
分
良
好
、
仕
事
帰
り
に
利
用

で
き
い
い
で
す
よ
。（
ニ
ャ
ン
コ
大

好
き
56
歳
女
性
）●

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
さ
れ
、
腰
痛

が
軽
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

体
調
も
よ
く
気
分
が
い
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
身
体
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。

広
報
誌
の
厚
さ
が
少
々
薄
く

な
っ
て
何
と
な
く
気
分
よ

く
毎
月
の
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
病
院
通
い
の
と
き
に
、

旧
山
形
屋
跡
地
の
大
き
な
建
物
に
何

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
目
を
見

張
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
６
月
号
の

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

広
報
誌
に
出
て
い
ま
し
た
。
す
て
き

な
建
物
で
霧
島
市
の
名
物
が
増
え
て

う
れ
し
い
で
す
。（
峰
風
82
歳
女
性
）

●

「
広
報
き
り
し
ま
」
は
、
市
民
参

加
型
の
深
読
み
し
て
も
ら
う
広
報
誌

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
情
報

を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。

毎
日
む
し
暑
い
日
が
続
き
ま

す
ね
。
先
日
、
友
達
３
人
で

霧
島
に
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
高

千
穂
河
原
か
ら
中
岳
・
新
燃
岳
と
肌

寒
い
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
早
朝
よ
り

登
山
を
開
始
し
、
中
岳
山
頂
で
す
ば

ら
し
い
朝
焼
け
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

新
燃
岳
周
辺
は
、
ピ
ン
ク
の
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
が
あ
た
り
一
面
に
可
憐
な

花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
初
夏
の
楽

し
い
山
歩
き
と
、
霧
島
温
泉
で
疲
れ

を
流
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
の
霧
島
山
は
最
高
で
す

よ
。（
山
大
す
き
Ｎ
47
歳
女
性
）

●

初
夏
の
霧
島
山
を
満
喫
さ
れ
、
か

ね
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
朝
焼
け

に
も
遭
遇
さ
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た

ね
。
温
泉
で
癒
さ
れ
て
い
い
一
日

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

霧
島
市
に
住
み
始
め
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
山
あ
り
温
泉

あ
り
、
そ
し
て
空
の
玄
関
口
鹿
児
島

空
港
が
あ
り
、
と
て
も
い
い
所
に
住

み
、
仕
事
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
で
も
残
念
な
が
ら
仕
事
の
都

合
で
妻
と
一
緒
に
外
出
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
山
登
り
、
温
泉
、
旅
行
も

行
け
ず
、
現
実
は
辛
い
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
車
で
近
く
を
走
る
た

び
に
、
な
ぜ
霧
島
市
は
道
路
の
植
え

込
み
の
整
備
を
さ
れ
て
い
な
い
の
か

疑
問
に
思
い
ま
す
。
外
国
や
県
外
か

ら
の
お
客
さ
ま
が
バ
ス
に
乗
り
、
横

川
方
面
、
国
分
方
面
、
加
治
木
方
面

と
走
る
車
窓
か
ら
今
の
時
期
「
さ
つ

き
」
が
咲
い
て
い
る
の
に
雑
草
だ
ら

け
で
す
。
情
け
な
い
で
す
。（
Ｔ
・

Ｍ
58
歳
男
性
）

●

道
路
維
持
係
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

霧
島
市
内
の
市
道
に
つ
い
て
も
樹
木

管
理
委
託
を
し
て
植
え
込
み
の
雑
草
、

根
抜
作
業
や
剪せ
ん

定て
い

作
業
の
維
持
管
理

を
し
て
い
ま
す
が
、
繁
草
時
期
は
た

い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
国
道
・

県
道
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に
連
絡

い
た
し
ま
す
。

初
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
25
年

間
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
を

離
れ
、
２
年
間
他
県
で
生
活
を
経
て
、

主
人
の
故
郷
鹿
児
島
県
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
生
活
が
一
番
長

く
な
り
、
私
に
も
子
ど
も
た
ち
に
も
、

P O S T  C A R D
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宮
崎
県
と
の
市
長
交
渉

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

今
回
か
ら
広
報
誌
に
、
ご・
み・
問

題
を
特
集
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
産
廃

問
題
」
と
呼
ば
れ
る
産
業
廃
棄
物

の
こ
と
で
は
な
く
、
家
庭
か
ら
出

る
一
般
廃
棄
物
の
件
で
す
。
昨
年

６
月
、
宮
崎
県
か
ら
、
都
城
市
に

持
ち
込
ん
で
い
る
ご・
み・
を
次
年
度

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
宮
崎

県
側
の
厳
し
い
姿
勢
は
、
担
当
者

や
部
長
、
副
市
長
ま
で
も
出
向
い

て
説
明
し
て
も
、「
い
つ
ま
で
ご・

み・
を
他
県
に
持
ち
込
む
の
か
。
法

に
基
づ
い
て
霧
島
市
の
ご・
み・
は
霧

島
市
で
処
分
し
て
ほ
し
い
」
と
態

度
が
変
わ
り
ま
せ
ん
。

都
城
市
以
外
に
持
ち
込
む
と

な
る
と
約
一
千
万
円
が
余
計
に

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
コ
ス
ト

削
減
と
い
う
強
い
気
持
ち
も
あ
り
、

私
が
直
接
、
宮
崎
県
庁
を
訪
ね
時

間
的
に
も
待
っ
た
な
し
の
交
渉
に

臨
み
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
気
迫
が

通
じ
た
の
か
、
宮
崎
県
議
会
の
議

会
開
会
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
も
早
朝
か
ら
宮
崎
県
の
幹
部
の

か
た
が
た
と
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
、
そ
の
交
渉
で
持
ち
込
み
許
可

を
や
っ
と
得
た
の
で
す
。
ホ
ッ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
同
時
に
何

と
し
て
も
ご・
み・
と
い
う
身
近
な
問

題
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

横
川
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
鮮
や
か
に
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
中
で
も
、
丸
岡
公

園
の
桜
は
、
満
開
時
期
に
は
多
く
の

花
見
客
を
引
き
寄
せ
ま
す
。

そ
れ
以
上
に
自
慢
で
き
る
の
が
、

人
情
味
の
豊
か
さ
で
す
。
多
く
の
人

が
温
か
い
心
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
る

地
域
で
す
。

保
育
園
を
経
営
し
て
い
る
と
、
横

川
の
住
み
よ
さ
が
分
か
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
兄
弟
姉
妹
が
多
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
も
２
人
兄
弟
に
と
ど
ま
ら
ず
、

３
人
、
４
人
以
上
の
兄
弟
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

世
間
で
は
少
子
化
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、「
暮
ら

し
に
く
さ
」
で
す
。
少
子
化
対
策
と
は
、

暮
ら
し
に
く
さ
の
改
善
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
若
い
世
代
の
子

ど
も
数
の
多
さ
は
、
横
川
の
暮
ら
し

や
す
さ
の
反
映
な
の
で
す
。
高
齢
者

も
多
い
の
で
す
が
、
子
育
て
し
や
す

い
暮
ら
し
は
、
高
齢
者
に
も
優
し
く

な
り
ま
す
。

横
川
の
良
さ
は
自
然
と
人
情
だ
け

で
な
く
、
便
利
さ
も
上
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

鹿
児
島
市
内
の
大
学
に
通
っ
て
い

る
と
言
う
と
、「
引
っ
越
し
た
ん
で
す

か
」
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
市
内

は
遠
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
車

が
あ
れ
ば
１
時
間
で
行
け
ま
す
。
距

離
は
遠
く
て
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
近
い
の
で
便
利
で
す
。

鹿
児
島
市
内
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
宮
崎
、
熊
本
、
福
岡
、
佐
賀
ぐ

ら
い
ま
で
は
、
日
帰
り
圏
内
で
す
。

空
港
も
近
い
の
で
、
航
空
機
移
動

も
便
利
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

東
京
へ
も
日
帰
り
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
５
分
、

〈随ずいそう想〉

空
港
ま
で
20
分
。
交
通
至
便
の
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な

こ
と
で
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
に
今
も
住

ん
で
い
ま
す
が
、
山
間
部
と
い
う
言

葉
が
ピ
ッ
タ
リ
の
と
こ
ろ
で
す
。
駅

は
遠
く
、
バ
ス
の
本
数
も
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
昔
は
不
便
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
数
年
間
を
東
京
で
過

ご
し
ま
し
た
が
、
東
京
は
交
通
網
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
ど
こ
に
行
く
に
も
、
何
を

す
る
に
も
便
利
で
、
田
舎
と
は
大
違

い
だ
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
帰
省
し
て
、
再
び
田
舎
暮

ら
し
と
な
り
ま
し
た
が
、
田
舎
の
便

利
さ
が
年
を
追
う
ご
と
に
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
車

移
動
が
前
提
で
す
が
、
そ
の
便
利
さ
は
、

東
京
の
交
通
網
に
匹
敵
す
る
も
の
で

す
。大

学
ま
で
１
時
間
か
か
る
と
い
う

と
、
鹿
児
島
の
人
は
遠
い
な
と
言
い

ま
す
が
、
東
京
の
知
人
は
「
近
く
て

い
い
ね
」
と
言
い
ま
す
。
東
京
で
は
、

１
時
間
半
、
２
時
間
の
通
勤
が
当
た

り
前
。
横
川
か
ら
高
速
道
路
で
移
動

す
れ
ば
、
宮
崎
、
熊
本
辺
り
ま
で
行
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

山
あ
り
川
あ
り
の
豊
か
な
自
然
、

長
い
歴
史
に
育
ま
れ
た
篤あ
つ

い
人
情
、

そ
し
て
先
進
的
な
利
便
性
、
こ
れ
ら

が
あ
い
ま
っ
た
横
川
の
良
さ
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
子
ど
も
の
数
の
多

さ
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
気
が
か
り
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
横
川
の
良
さ
の
一
つ

で
あ
る
人
情
味
、
す
な
わ
ち
お
互
い

の
顔
が
見
え
、
支
え
合
う
と
い
う
良

さ
が
、
合
併
後
の
「
霧
島
市
」
に
お

い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う

か
と
い
う
懸
念
で
す
。
先
人
の
築
き

上
げ
て
き
た
「
子
育
て
し
や
す
い
地

域
」
と
い
う
バ
ト
ン
を
、
霧
島
市
と

い
う
巨
人
が
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と

な
く
、
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Profile

全国各地に広がるアメリカ生まれのフィットネスが、国分広瀬に
オープン。30秒ずつマシンを変えながら続けるたった30分のエク
ササイズ。運動が苦手な人でも無理せず続けられそう。各種無
料キャンペーンも実施中。定休日＝日曜・祝日
営業時間＝午前10時～午後７時（土曜は午後１時まで）
◎ 問い合わせ先＝Curves国分ひろせ  ☎（48）6226

Ｃ
カーブス

ｕｒｖｅｓ国分ひろせ
からＴシャツをプレゼント

まえはら ひろし(49)／学生時代に
東京の生活経験があるが、それ以外
は横川町に居住。現在、光明寺住職、
社会福祉法人至宝福祉会（安良保育
園、療育センターぽっぽくらぶ、至
宝学童クラブ）理事長、鹿児島国際
大学准教授。他に、浄土真宗本願寺
派鹿児島教区「子どもの居場所」委
員会委員、第一幼児教育短期大学非
常勤講師などを勤める。合併前の横
川町教育委員に13年間在任。

今年も霧島国際音楽祭が始まる。取材した右田さんの｢演奏会があ
る１日は用事を入れず、ゆったりとした気持ちで過ごします｣という

言葉が印象的だった。そういう時間の使い方もあるのかぁと…。クラシッ
クをあまり聴かない私も、いつもと違う時間を過ごしてみたいと思う（あ）

おいしいご飯を食べるとゴミが出る。「クワガタ相撲大会やろう」とイ
ンターネットで調べて印刷、その後は紙くず。庭の草がいつの間に

か伸びた（急には伸びない）。草を刈るとそれもゴミ。動くたんびにゴミ
が出る。動くな動くとゴミだ。妻「じっとしてないでゴミみたい」うー（た）

取材で母校の横川小学校に行った。久しぶりだったが雰囲気は変わっ
てなかった。でも、子どものころ大きく見えた教室やプールが小さく

見え、自分の成長を感じた。最近は横に成長中（泣き） 子どもたちは先生
の言うことを聞いて最高の笑顔を見せてくれた。なんだか嬉しかった（み）

毎日毎日、じめじめと蒸し暑い日が続きますね。自宅周辺も朝から夜
までと蒸し暑いです。だから週末になると涼を求めたくて、霧島の

方面に足が向いてしまいます。時間さえあれば、旬の自然美をこの目でみ
たく追いかけています。夏の霧島高原は天然クーラーで涼しいですよ（な）

◎人口／128,746人（＋68）
男性／ 62,350人（＋29）
女性／ 66,396人（＋39）
出生　106人／死亡　118人
転入　432人／転出　350人
◎世帯数／57,059世帯（＋72）

（平成19年６月1日現在）

市　章
霧島連山と「Ｋ」がモチーフ。
上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧
島連山。
みどりで山 と々豊かな平野部。
紺で水清き天降川。
下の紺で波静かな錦江湾。
全体に躍動感をつけて雄大な自然と市
民が融合し世界へ躍進する霧島市を表
現しています。
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◎
今
月
の
表
紙

霧
島
総
合
支
所
か
ら
財
部
へ
抜
け
る
広
域
農
道
を
走
行

中
、
視
界
が
一
気
に
開
け
思
わ
ず
車
を
止
め
霧
島
平
成

橋
か
ら
橋
下
を
眺
め
た
。
眼
下
に
広
が
る
杉
林
に
囲
ま

れ
せ
せ
ら
ぎ
沿
い
に
走
る
細
長
い
田
ん
ぼ
の
光
景
に
目

を
奪
わ
れ
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。し
か
も
ち
ょ

う
ど
田
植
え
の
真
っ
最
中
。
絶
好
の
撮
影
タ
イ
ミ
ン
グ

と
な
り
、
な
に
か
得
を
し
た
よ
う
な
１
日
と
な
っ
た
。

6月16日午前11時53分
霧島永水
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丸
岡
公
園
の
桜

自然と人情と利便性
◎前原　寛

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

広報きりしま  2627  Kirishima City Public Relations, 2007.7, Japan


